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こ
の
場
を
借
り
て
新
年
に
膨
ら
む
ふ
た
つ
の
夢
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
。

　

私
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
ー
サ
ッ
ト
州
で
農
業
を
始
め
て
い
る
。首
都
プ
ノ
ン

ペ
ン
か
ら
車
で
一
時
間
三
〇
分
走
っ
た
と
こ
ろ
に
農
園
は
あ
る
。一
四
㌶
の
農

地
を
購
入
し
、実
験
的
に
米
、コ
シ
ョ
ウ
、レ
モ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
の
ハ
ー
ブ
を
栽

培
し
て
い
る
。す
べ
て
有
機
農
業
だ
。

　

二
〇
一
〇
年
は
水
田
が
水
浸
し
に
な
り
八
〇
㌔
グ
ラ
ム（
一
反
当
た
り
）の
米

し
か
取
れ
な
か
っ
た
。一
一
年
も
記
録
的
な
豪
雨
で
農
地
の
半
分
が
水
に
浸
か

っ
た
。そ
れ
で
も
、二
〇
〇
㌔
グ
ラ
ム（
同
）の
米
が
取
れ
た
。少
し
ず
つ
技
術
が

集
積
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
米
の
収
穫
量
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。カ
ン
ボ
ジ
ア
の
平
均
の
収
穫

量
は
二
七
〇
㌔
グ
ラ
ム（
同
）。だ
か
ら
、わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
平

均
収
穫
量
に
届
い
て
い
な
い
。一
方
、日
本
は
な
ん
と
四
八
〇
㌔
グ
ラ
ム（
同
）

も
あ
る
。日
本
は
小
規
模
な
農
家
が
多
い
の
に
こ
の
数
字
。日
本
の
農
業
技
術

力
は
も
っ
と
称
賛
さ
れ
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。肌
感
覚
で
そ
う
思
う
。

　

さ
て
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
園
だ
が
、早
い
段
階
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
平
均
収
穫
量

を
上
回
り
た
い
。そ
し
て
、他
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
家
に
有
機
農
業
の
技
術
を

広
め
た
い
。実
現
す
れ
ば
、農
家
の
収
入
は
間
違
い
な
く
増
え
る
。そ
れ
が
ひ
と

つ
め
の
夢
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
夢
は
、私
が
代
表
理
事
を
務
め
る「
公
益
財
団
法
人School 
A

id Japan

」が
運
営
す
る
孤
児
院「
夢
追
う
子
ど
も
た
ち
の
家
」で
暮
ら
す
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
働
く
場
所
を
つ
く
り
た
い
、と
い
う
も
の
。一
四
㌶

の
農
地
が
あ
れ
ば
、い
ず
れ
一
〇
人
く
ら
い
は
そ
こ
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
夢
を
異
国
の
地
で
追
え
る
の
は
、ワ
タ
ミ
グ
ル
ー
プ
で
事
業
と
し

て
農
業
を
行
っ
て
い
る
経
験
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。有
機
農
業
を
実
践
し
よ
う

と「
ワ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
」を
千
葉
県
山
武
で
立
ち
上
げ
た
の
が
〇
二
年
の
こ
と
。

今
で
は
、野
菜
か
ら
牛
肉
ま
で
、年
間
九
・
七
億
円（
一
一
年
三
月
期
）の
売
り
上

げ
を
上
げ
て
い
る
。

　

農
業
の
基
本
は
、み
ず
か
ら
生
産
す
る
作
物
を
愛
す
る
こ
と
。食
す
人
を
想

う
こ
と
。自
然
と
共
存
す
る
こ
と
。カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
こ
の
基
本
を
忘
れ
ず
、夢

の
実
現
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
歩
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ワタミ株式会社取締役会長

わたなべ  みき
1959年神奈川県生まれ。明治大学商学部を卒業。84年
ワタミ株式会社を創業。92年居食屋「和民」を開発し、
2000年東証一部上場。介護、農業などの事業も展開。11
年から現職。学校や病院の経営、発展途上国への教育支
援、被災地復興支援活動に取り組む。

渡邉 美樹

カンボジアで追うふたつの夢

観
天

望
気
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食
料
消
費
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
六
日
に
公
表
さ
れ
た
二
〇
一
〇

年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、わ
が
国
の
六
五
歳
以
上

人
口
の
割
合
は
五
年
前
の
二
〇
・
二
％
か
ら
さ
ら
に
上
昇

し
二
三
・
〇
％
と
な
っ
た
。こ
の
割
合
は
、世
界
最
高
の
水

準
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査
に
基
づ
く
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
将
来
推
計
人
口
は
、ま
だ
公
表

さ
れ
て
い
な
い
が
、二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
公
表
さ
れ
た

二
〇
〇
五
年
の
国
勢
調
査
に
基
づ
く
将
来
推
計
人
口
に

よ
れ
ば
、二
〇
二
五
年
に
は
二
〇
〇
五
年
に
比
べ
て
総
人

口
が
六
・
七
％
減
少
す
る
。六
五
歳
以
上
が
総
人
口
割
合

の
三
〇
・
五
％
を
占
め（
二
〇
〇
五
年
二
〇
・
二
％
）、一

四
歳
以
下
が
一
〇
・
〇
％
に
低
下
す
る（
同
一
三
・
八
％
）

と
推
計
さ
れ
て
お
り
、冒
頭
の
二
〇
一
〇
年
の
六
五
歳
以

上
人
口
割
合
は
、ほ
ぼ
こ
の
推
計
ラ
イ
ン
上
に
あ
る
。

　

ま
た
、世
帯
構
成
は
、二
〇
二
五
年
に
は
単
身
世
帯
が

二
〇
〇
五
年
に
比
べ
て
二
四
・
〇
％
増
加
し
、三
六
・
〇

％
を
占
め
る
よ
う
に
な
る（
同
二
九
・
五
％
）と
推
計
さ

れ
て
い
る
。

　
一
方
、わ
が
国
の
食
生
活
は
、こ
れ
ま
で
、家
庭
で
食
材

を
購
入
し
調
理
し
て
食
卓
に
並
べ
る
と
い
う
内
食（
家
庭

食
）か
ら
、家
庭
外
の
店
で
食
べ
る
外
食
、調
理
済
み
食

品
を
購
入
し
て
家
庭
や
職
場
な
ど
で
食
べ
る
中
食
に
ウ

エ
ー
ト
が
シ
フ
ト
し
て
き
た
。

　

特
に
中
食
に
つ
い
て
は
、デ
フ
レ
経
済
下
に
お
い
て
も

販
売
額
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。今
後
予
想
さ
れ
る
高

齢
化
の
進
展
の
下
で
、こ
の
よ
う
な
傾
向
は
今
後
も
続
く

の
で
あ
ろ
う
か
。ま
た
、こ
れ
ら
食
生
活
の
動
向
を
含
め
、

わ
が
国
の
食
料
品
市
場
は
今
後
ど
う
変
化
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
二
〇
二
五
年
の
食
料
消
費
の
姿

　

以
下
に
、わ
れ
わ
れ
が
推
計
し
た
二
〇
二
五
年
の
食
料

消
費
の
姿
と
、そ
の
下
で
、国
内
農
業
に
は
ど
の
よ
う
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　

そ
の
前
に
、前
提
と
な
る
将
来
の
食
料
消
費
推
計
の
考

え
方
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。こ
こ
で
示
す
試
算
は
、

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
消
費
見
通
し
と
は
異
な
る
二
つ

の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　

第
一
は
、消
費
に
お
け
る「
コ
ー
ホ
ー
ト
効
果
」を
明
示

的
に
推
計
へ
取
り
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。消
費
の
要
因
の

う
ち
、生
ま
れ
た
年
が
与
え
る
影
響
を「
コ
ー
ホ
ー
ト
効

果
」と
呼
ぶ
。こ
れ
は
、あ
る
生
年
を
同
じ
く
す
る
消
費

者
の
一
団
は
、他
の
生
年
の
消
費
者
と
は
異
な
る
嗜し

好こ
う

を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　

他
方
、年
齢
が
消
費
に
与
え
る
影
響
を「
加
齢
効
果
」

　

特
集　

拡
が
る
か
、国
産
農
産
物
市
場　

日
本
国
内
の
食
料
消
費
市
場
は
、人
口
の
高
齢
化
と
消
費
の
成
熟
化
な
ど
で
、今
や

様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
る
。不
特
定
多
数
の
消
費
者
だ
け
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
過
去

の
や
り
方
を
改
善
し
、新
た
に
高
齢
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
加
工
食
品
企
業
と
の
連

携
、さ
ら
に
は
海
外
へ
の
輸
出
を
行
う
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
き
た
。

農林水産政策研究所 上席主任研究官

薬師寺 哲郎   Tetsurou Yakushiji

やくしじ  てつろう
1955年大分県生まれ。77年東京大学農学部農業経済学科
卒業後、農林水産省入省。構造改善局、畜産局、パリ国立農
学院（INA-PG）留学、経済企画庁総合計画局、農林水産省
国際部、食糧庁、食品流通局などを経て、97年より農業総
合研究所（現農林水産政策研究所）。2008年9月より現職。

様
変
わ
り
す
る
食
料
消
費
へ
の
対
応
が
課
題
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〇
五
～
二
〇
一
五
年
は
一・
六
％
、二
〇
一
五
～
二
〇
二
五

年
は
一・
五
％
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、前
述
の
よ
う
に
価
格
は
二
〇
〇
五
年
価
格
で
あ

る
。ま
た
、学
校
給
食
は
単
純
に
児
童
数
の
変
化
に
比
例

し
、食
育
の
推
進
な
ど
の
政
策
効
果
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

　

表
１
は
、三
〇
分
類
に
つ
い
て
、全
世
帯（
二
人
以
上
世

帯
＋
単
身
世
帯
）の
品
目
別
支
出
額
の
全
体
と
一
人
当
た

り
の
変
化
を
基
準
年
を
一
〇
〇
と
す
る
指
数
で
示
し
た

も
の
で
あ
る
。全
世
帯
の
全
体
支
出
額
は
、二
〇
〇
五
～

二
〇
二
五
年
に
か
け
て
食
料
支
出
合
計
で
一・
九
％
減
少

と
な
る
。品
目
別
に
み
る
と
、増
加
が
一
四
品
目
、減
少
が

一
六
品
目
と
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
。

　
加
工
・
調
理
食
品
に
支
出
シ
フ
ト

　

総
人
口
が
六
・
七
％
減
少
す
る
中
で
食
料
支
出
が
一・

と
呼
ぶ
。そ
し
て
こ
れ
ら
に
時
代
が
及
ぼ
す
効
果「
時
代

効
果
」を
加
え
て
、品
目
ご
と
に
こ
れ
ら
三
つ
の
効
果
が

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
き
た
か
を
過
去
の
デ

ー
タ
か
ら
推
計
し
、そ
れ
を
も
と
に
将
来
推
計
を
行
っ
た
。

　
新
手
法
で
食
料
消
費
を
推
計

　

実
際
に
は
こ
れ
ら
三
つ
の
効
果
に「
価
格
」、「
消
費
支

出
」（
所
得
の
代
理
）が
及
ぼ
し
た
影
響
も
考
慮
に
入
れ
た
。

　

第
二
は
、金
額
に
よ
る
見
通
し
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、金
額
と
い
っ
て
も
、価
格
水
準
は
二
〇
〇
五

年
に
固
定
し
て
い
る
た
め
、以
下
に
示
す
品
目
別
の
消
費

変
動
は
数
量
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

推
計
に
当
た
っ
て
前
提
と
す
る
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
︲
Ｆ
Ａ
Ｏ（A

gricultural O
utlook 

2008-2017

）で
用
い
ら
れ
て
い
る
数
値
に
な
ら
い
、二
〇

九
％
の
減
少
に
と
ど
ま
る
の
は
、加
工
品
や
調
理
食
品
の

消
費
が
増
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。つ
ま
り
、同
じ
食
材
を

使
っ
た
食
品
で
も
、従
来
行
わ
れ
て
い
た
家
庭
で
の
加
工

や
調
理
が
減
少
し
、す
で
に
加
工
済
み
、調
理
済
み
の
も

の
の
購
入
が
増
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

大
き
く
増
加
が
予
想
さ
れ
る
の
は
、主
食
的
調
理
食

品
、ほ
か
の
調
理
食
品
、飲
料
な
ど
で
あ
る
。ほ
と
ん
ど
の

品
目
が
過
去
と
将
来
の
変
化
の
方
向
が
同
じ
だ
が
、一
般

外
食
に
つ
い
て
は
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、単
身
世
帯
に
お
い
て
、そ
の
世
帯
数
が
増
加

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、一
般
外
食
へ
の
支
出
の
減
少
が

予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。世
帯
数
、世
帯
員
数
の

減
少
に
よ
り
、生
鮮
食
品
を
中
心
に
多
く
の
品
目
で
減
少

す
る
が
、単
身
世
帯
の
増
加
の
影
響
で
、多
く
の
加
工
品

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

表1　全世帯の品目別支出額の変化率

表2　１人当たり支出額変化の要因分解（2人以上世帯）

注1）実質支出額（2005年価格）の基準年対比（対象年／基準年×100）である
注2）2人以上世帯と単身世帯の合計についてのものである

注1）2005年から2025年までの変化率である
注2）「年齢要因」は、「年齢構成の変化」によるものである
注3）「交絡項」とは複数の要因によるもの

001
002
003
004
005
006
007
008
009
010
011
012
013
014
015
016
017
018
019
020
021
022
023
024
025
026
027
028
029
030

食料支出
米
パン
めん類
他の穀類
生鮮魚介
塩干魚介
魚肉練製品
他の魚介加工品
生鮮肉
加工肉
牛乳
乳製品
卵
生鮮野菜
乾物・海藻
大豆加工品
他の野菜・海藻加工品
生鮮果物
果物加工品
油脂
調味料
菓子類
主食的調理食品
他の調理食品
茶類
コーヒー・ココア
他の飲料
酒類
一般外食
学校給食

100.7
69.7

115.2
100.7
114.3
89.2
69.7
71.1
72.9
75.8
96.0
90.7

170.4
89.1
97.5
88.3

106.4
81.6
85.0

113.7
128.6
128.6
100.1
193.3
120.4
186.3
151.3
121.0
100.8
104.0
65.2

98.1
67.9

107.3
97.1

116.7
76.1
62.2
73.7
87.1
78.3
91.9
70.3

110.9
79.5
86.2

110.2
101.8
79.3
75.4

102.8
110.3
109.9
108.8
152.3
122.9
154.6
123.8
126.4
97.4
93.8
67.4

97.2
67.2

111.2
97.2

110.3
86.1
67.3
68.6
70.3
73.2
92.7
87.6

164.4
86.0
94.1
85.2

102.7
78.8
82.1

109.8
124.1
124.2
96.6

186.6
116.2
179.8
146.1
116.8
97.3

100.4
62.9

106.6
73.8

116.6
105.5
126.8
82.7
67.6
80.1
94.6
85.1
99.8
76.4

120.5
86.3
93.7

119.7
110.7
86.2
81.9

111.8
119.8
119.4
118.3
165.5
133.6
168.0
134.6
137.4
105.8
101.9
73.3

（単位：％）

（単位：％）

2005/1990
全体年間支出額 １人当たり支出額

2025/2005 2005/1990 2025/2005

001

020

023

029

米

油脂

主食的調理食品

一般外食

−33.6

6.8

51.0

11.7

1人当た
り変化率品　目

品　目

コーホート
要因

時代
要因

年齢
要因

消費支出
要因 交絡項

−26.6

−19.2

10.2

3.0

−20.5

20.8

12.3

0.0

5.3

0.9

1.3

−4.0

5.1

4.5

17.9

12.9

3.2

−0.3

9.3

−0.3



2012・1 AFCフォーラム　5

様変わりする食料消費への対応が課題

　
一
人
当
た
り
支
出
額
で
見
る
と
、生
鮮
品
か
ら
加
工
品

へ
の
シ
フ
ト
や
内
食
か
ら
中
食
へ
の
シ
フ
ト
、食
の
外
部

化
の
一
層
の
進
展
が
予
想
さ
れ
る
。

　

い
く
つ
か
の
品
目
に
つ
い
て
、そ
の
一
人
当
た
り
支
出

額
の
変
化
の
要
因
を
み
て
み
よ
う（
表
２
）。米
は
、今
後

と
も
減
少
す
る
が
、コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
と
時
代
要
因
に
よ

る
影
響
が
大
き
い
。コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
で
の
減
少
は
、こ

れ
ま
で
家
庭
に
お
け
る
米
の
購
入
が
少
な
か
っ
た
世
代

が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
。

　

ま
た
、わ
ず
か
で
あ
る
が
年
齢
要
因
は
増
加
の
方
向
に

影
響
す
る
。な
お
、こ
こ
で
の
支
出
額
の
変
化
は
、家
庭

に
お
け
る
米
の
購
入
に
関
し
て
で
あ
り
、加
工
や
調
理
食

品
に
利
用
さ
れ
る
米
の
需
要
の
変
化
は
含
ま
れ
な
い
こ

と
に
留
意
し
て
ほ
し
い
。

　

油
脂
は
、コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
は
減
少
要
因
で
あ
る
が
、

増
加
要
因
と
し
て
は
時
代
要
因
が
大
き
い
。主
食
的
調
理

食
品
は
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
、時
代
要
因
、消
費
支
出
要
因

全
て
が
大
き
な
増
加
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
一
般
外
食
は
、コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
、時
代
要
因

と
も
に
あ
ま
り
影
響
し
な
い
。年
齢
要
因
は
マ
イ
ナ
ス
で

あ
り
、今
後
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
は
支
出
額
を
減

少
さ
せ
る
方
向
に
働
く
。

　
一
般
外
食
の
場
合
、消
費
支
出
要
因
が
大
き
な
増
加
要

因
と
な
っ
て
お
り
、今
後
と
も
景
気
の
動
向
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
に
、品
目
に
よ
っ

て
今
後
の
支
出
額
変
化
の
要
因
は
異
な
る
。

　

簡
単
に
、二
人
以
上
世
帯
、単
身
世
帯
別
の
特
徴
を
述

べ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
単
身
世
帯
増
で
食
料
も
支
出
増

　

二
人
以
上
世
帯
の
全
体
支
出
額
は
、世
帯
数
、世
帯
員

数
の
減
少
に
よ
り
、食
料
支
出
合
計
で
一
一・
八
％
減
少
。

品
目
別
に
み
て
も
二
四
品
目
が
減
少
し
、そ
の
中
で
、主

食
的
調
理
食
品
は
大
き
な
増
加
と
な
る
。

　

単
身
世
帯
の
全
体
支
出
額
は
、世
帯
数
の
増
加
に
よ

り
、食
料
支
出
合
計
で
三
三
・
七
％
増
加
。品
目
別
に
み

て
も
、二
五
品
目
と
ほ
と
ん
ど
の
品
目
で
増
加
す
る
。ま

た
、単
身
世
帯
で
は
外
食
か
ら
主
食
的
調
理
食
品
へ
の
シ

フ
ト
が
見
通
さ
れ
る
。

　

図
１
は
、食
料
支
出
合
計
に
占
め
る
各
品
目
の
割
合
の

推
移
で
あ
る
。煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、三
〇
分
類
を
一

二
分
類
に
集
計
し
て
あ
る
。

　

穀
類
か
ら
果
物
ま
で
は
、割
合
が
継
続
的
に
低
下
す
る

一
方
、油
脂
・
調
味
料
か
ら
飲
料
ま
で
は
、割
合
が
増
加

す
る
。酒
類
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、外
食
は
低
下
す
る
。

　

調
理
食
品
と
外
食
が
飲
食
費
に
占
め
る
割
合
は
二
〇

〇
五
年
の
三
四
・
一
％
か
ら
二
〇
二
五
年
に
は
三
七
・
四

％
に
上
昇
す
る
。一
二
分
類
に
ま
と
め
た
場
合
、割
合
が

低
下
す
る
穀
類
か
ら
果
物
ま
で
の
間
の
中
に
も
、パ
ン
や

大
豆
加
工
品
な
ど
の
加
工
品
が
含
ま
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、こ
れ
ら
の
中
の
生
鮮
品
の
み
に
つ
い
て

み
る
と
、割
合
の
低
下
は
も
っ
と
大
き
い
。

　

今
、米
、生
鮮
魚
介
、生
鮮
肉
、卵
、生
鮮
野
菜
、生
鮮

果
物
の
み
を
生
鮮
品
と
し
て
そ
の
割
合
を
み
る
と
、一
九

九
〇
年
三
二
・
一
％
、一
九
九
五
年
三
一・
〇
％
、二
〇
〇

〇
年
二
九
・
一
％
、二
〇
〇
五
年
二
六
・
八
％
、二
〇
一
五

年
二
三
・
五
％
、二
〇
二
五
年
二
一・
三
％
と
継
続
的
に
大

き
く
低
下
す
る
。

　

今
後
、高
齢
世
帯
や
単
身
世
帯
が
増
加
す
る
と
予
測

さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
世
帯
の
食
料
消
費
の
支
出
割
合
も

高
ま
っ
て
い
く
と
見
通
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、国
産
農
産
物
の
需
要
拡
大
の
た
め
に
は
、こ

う
し
た
高
齢
世
帯
や
単
身
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に

応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
高
齢
世
帯
は
食
料
ア
ク
セ
ス
が
難
問

　

図
２
は
、単
身
・
二
人
以
上
世
帯
別
、世
帯
主
の
年
齢

階
級
別
の
食
料
支
出
割
合
の
変
化
で
あ
る
。た
だ
し
、推

計
上
の
制
約
に
よ
り
、六
五
歳
以
上
の
割
合
は
と
れ
な
い

の
で
、六
〇
歳
以
上
の
割
合
で
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
、単
身
世
帯
の
支
出
割
合
は
二
〇
〇
五
年
の
二

一・
七
％
か
ら
二
〇
二
五
年
に
は
二
九
・
六
％
と
約
三
割

を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
見
通
さ
れ
る
。

　

ま
た
、世
帯
主
年
齢
六
〇
歳
以
上
の
世
帯
の
支
出
割
合

は
、二
〇
〇
五
年
の
三
七
・
〇
％
か
ら
、二
〇
二
五
年
に
は

四
七
・
五
％
と
半
分
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
見
通

さ
れ
る
。高
齢
化
の
進
展
の
直
接
的
な
影
響
と
し
て
、食

料
品
店
の
減
少
の
状
況
に
お
け
る
高
齢
者
な
ど
の
食
料

品
へ
の
ア
ク
セ
ス
問
題
が
あ
る
。

　

特
に
買
い
物
に
自
動
車
を
利
用
で
き
な
い
高
齢
者
に

と
っ
て
、近
く
に
食
料
品
店
が
な
い
こ
と
は
、買
い
物
に

苦
労
を
す
る
こ
と
に
な
り
、食
料
消
費
に
対
す
る
大
き
な

制
約
要
因
と
な
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
推
計
で
は
、生
鮮
食
料
品
販
売
店
舗
ま
で

五
〇
〇
㍍
以
上
で
、自
動
車
を
持
た
な
い
六
五
歳
以
上
の

高
齢
者
は
、全
国
で
約
三
五
〇
万
人
で
あ
る
。こ
の
う
ち

六
割
の
約
二
一
〇
万
人
が
地
方
圏
に
住
ん
で
い
る
。今
後
、

こ
の
問
題
を
放
置
し
た
ま
ま
高
齢
化
が
進
む
と
こ
の
人

数
は
も
っ
と
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

食
料
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
の
手
段
は
、都
市
部
で
の

新
規
開
店
、農
村
部
で
の
公
共
交
通
手
段
や
移
動
販
売

店
の
充
実
な
ど
が
あ
り
、す
で
に
各
地
で
先
進
的
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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特集　拡がるか、国産農産物市場

　

農
業
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は

農
産
物
の
直
売
所
で
あ
ろ
う
。特
に
、自
動
車
利
用
を
前

提
と
し
な
い
、徒
歩
圏
内
の「
ま
ち
な
か
」で
の
開
店
は
、

地
方
都
市
な
ど
で
は
一
つ
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

　
加
工
・
業
務
用
へ
の
生
産
対
応

　

次
に
、将
来
の
食
料
消
費
に
お
い
て
、加
工
品
や
調
理

食
品
の
ウ
エ
ー
ト
が
高
ま
る
こ
と
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
食
料
消
費
に
お
け
る
加
工
品
・
調
理
食
品

の
増
加
を
支
え
て
き
た
輸
入
食
材
に
替
わ
り
、今
後
は
国

産
の
農
産
物
や
半
加
工
品
が
多
く
使
わ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、農
村
の
現
場
に
お
い
て
も
消
費

者
や
実
需
者
の
動
向
や
ト
レ
ン
ド
、ニ
ー
ズ
に
絶
え
ず
注

意
を
は
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

次
に
、現
在
の
食
品
産
業
が
加
工
品
や
調
理
食
品
の
生

産
を
増
や
し
て
い
く
の
に
対
応
し
て
、こ
れ
ら
と
の
連
携

を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。近
年
、加
工
向

け
や
業
務
向
け
に
も
対
応
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、今
後
ま
す
ま
す
こ
れ
ら
が
重
要
に
な
る
。

　

ま
た
、農
村
に
お
け
る
六
次
産
業
化
に
よ
り
、今
後
需

要
が
伸
び
る
加
工
品
や
調
理
食
品
の
一
部
を
農
村
に
お

け
る
農
産
物
加
工
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、農
村

の
所
得
向
上
と
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。そ

の
過
程
で
既
存
の
食
品
企
業
と
の
連
携
を
強
化
す
る
必

要
が
生
じ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。

　
国
内
農
業
は
品
質
力
で
輸
出
も

　

最
後
に
輸
出
で
あ
る
。食
料
支
出
額
の
減
少
が
わ
ず
か

に
と
ど
ま
る
と
い
っ
て
も
、そ
れ
は
、同
じ
量
の
農
産
物

に
対
し
て
直
接
消
費
か
ら
加
工
を
経
た
消
費
に
切
り
替

わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、農
産
物
に
対
す
る
需
要
は

人
口
の
減
少
と
同
じ
く
ら
い
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
国
内
の
農
業
生
産
を
維
持
す

る
た
め
に
は
輸
出
は
大
き
な
手
段
で
あ
る
。も
と
も
と
は

国
内
向
け
に
生
産
し
て
い
た
も
の
が
国
内
市
場
の
縮
小

に
伴
い
輸
出
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、農
産

物
、工
業
製
品
を
問
わ
ず
、ま
た
、洋
の
東
西
を
問
わ
ず
一

般
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。わ
が
国
の
農
業
も
そ
の

品
質
の
高
さ
を
武
器
に
、そ
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
と
き

が
き
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

図1　品目別支出割合（全世帯）

図2　世帯類型別、世帯主年齢階級別支出割合

注）12分類に集計したもの（2005年価格）。数値はラウンドの関係で、合計が一致しない場合があります

注）食料費支出（2005年価格）の割合。数値はラウンドの関係で、合計が一致しない場合があります
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1995

2000

2000

2005

2005

2015

2015

2025

2025

外食
酒類
飲料
調理食品
菓子類
油脂・調味料
果物
野菜・海藻
乳卵類
肉類
魚介類
穀類

60〜

60〜

50〜59

50〜59

40〜49

40〜49

30〜39

30〜39

〜29

〜29

単
身
世
帯

二
人
以
上
世
帯

21.9 21.7 22.1 22.1 21.2 20.8

4.8
7.7

16.6

7.4
4.5
3.0
10.1
3.9
6.2
7.2
7.9

4.7
6.9

14.7

7.3
4.3
3.4
10.5
4.1
6.7
8.0

8.2

4.8 4.8
5.6

12.0

6.7
4.0
3.8
11.1

4.5
7.5

9.4

8.6

4.6
10.9

6.3
3.7
4.0
11.5

4.7
8.3

10.2

8.9

4.8
4.1
9.7

6.5
3.3
4.0

11.4

4.5
9.1

11.5

9.3

4.8
3.8
8.3
6.7
3.1
4.5

11.7

4.2
9.5

11.7

9.7

2.8
1.7
1.9
2.4
6.6

18.3

20.9

27.6

14.5

3.1

21.8
25.2

21.7
25.5 29.6

30.9
35.5

35.0

14.7
14.7

11.9

7.0
1.8

14.3

8.1
1.8

19.9

14.8

10.3
2.3

22.2

18.5

11.2
3.2

21.1

4.8 6.1
9.4 12.52.8 3.0
3.2

4.9
2.6 2.9

4.2
4.3

3.3 4.0
3.9

3.2
6.2 5.8

4.8
4.7

24.5

11.8
3.3

3.8
2.0
2.6
2.7
6.3

（単位：％）

（単位：％）

【
参
考
】

●
薬
師
寺
哲
郎「
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
と
我
が
国
の
食
料
消
費

構
造
の
展
望
」、『
農
林
水
産
政
策
研
究
』、No.18

、 

平
成
二
二

年
一
〇
月

●
農
林
水
産
政
策
研
究
所
食
料
品
ア
ク
セ
ス
研
究
チ
ー
ム「
食
料

品
ア
ク
セ
ス
問
題
の
現
状
と
対
応
方
向（
中
間
報
告
）」、平
成

二
三
年
八
月
二
日
農
林
水
産
政
策
研
究
所
研
究
成
果
報
告
会

資
料
、

　
http://w

w
w

.m
aff.go.jp/prim

aff/m
eeting/gaiyo/

seika_hokoku/2011/110802_siryou.htm
l
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食
の
流
通
が
一
気
に
多
様
化

　

食
品
の
安
全
性
へ
の
危
機
意
識
と
共
に
国
産
農
産
物

を
支
持
す
る
消
費
者
が
増
え
て
い
る
。ま
た
、異
常
気
象

や
巨
大
な
新
興
市
場
の
台
頭
に
よ
っ
て
世
界
的
な
食
糧

需
給
の
ひ
っ
迫
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、国
内
自
給
率
の
改

善
へ
の
国
の
取
り
組
み
も
あ
り
、国
産
農
産
物
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

低
コ
ス
ト
の
大
量
調
達
可
能
な
輸
入
農
産
物
を
重
点

化
し
て
き
た
大
手
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
や
外
食
チ
ェ
ー
ン

も
、ラ
イ
バ
ル
と
の
差
別
化
を
求
め
て
国
産
農
産
物
の
取

り
扱
い
を
積
極
化
さ
せ
て
お
り
、直
接
農
業
分
野
に
進
出

す
る
動
き
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

季
節
や
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
生
産
量
や
品
質
の

安
定
化
が
難
し
い
こ
と
、小
規
模
な
生
産
者
が
大
半
で
あ

る
こ
と
、中
山
間
地
域
な
ど
が
多
く
耕
作
ス
ペ
ー
ス
に
制

約
が
あ
る
こ
と
で
、国
産
農
産
物
の
供
給
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
い
か
に
需
給
を
安
定
化（
価
格
変
動
も
抑
制
）

さ
せ
る
か
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。

　

流
通
制
度
も
そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。そ
れ
は
、食
料
と
い
う
生
活
の
基
本
的

ニ
ー
ズ
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
必
然
の
要
請
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

　

し
か
し
、一
九
八
〇
年
代
以
降
、国
産
農
産
物
の
需
給

構
造
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。人
口
構
造
変
化
に
伴
い

市
場
は
量
的
飽
和
化
と
供
給
過
剰
の
状
況
を
呈
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、家
族
の
在
り
方
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
っ
て
、家
庭
内
食
か
ら
外
食
へ
、あ
る
い
は
惣
菜
や
持

ち
帰
り
弁
当
な
ど
の
中
食
が
増
え
て
市
場
の
細
分
化
が

進
ん
で
い
る
。ま
た
、単
身
世
帯
の
増
加
も
あ
っ
て
、個
食

化
が
進
み
、家
族
の
集
う
食
事
の
場
は
消
え
つ
つ
あ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
個
性
化
・
多
様
化
が
極
端
に
進
ん
だ
の
が

食
の
分
野
で
あ
る
。そ
し
て
、農
産
物
は
加
工
品
へ
と
形

態
を
変
え
る
こ
と
で
、そ
の
販
路
は
、食
品
ス
ー
パ
ー
、コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
へ
と

多
様
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
産
直
や
直
売
所
な
ど
が
加
わ
り
、農
産
物
の
流

通
は
分
裂
状
態
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
み
え
る
。

　

た
だ
し
、長
期
的
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、農
産
物
の
流

通
は
、モ
ノ
不
足
の
時
代
を
背
景
に
構
築
さ
れ
た
供
給
起

点
の
仕
組
み
か
ら
、成
熟
消
費
の
時
代
に
適
合
す
る
需
要

起
点
の
仕
組
み
へ
の
移
行
期
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。供
給
安
定
を
目
的
と
し
て
成
立
し
、生
産
者
か

ら
消
費
者
へ
の
秩
序
だ
っ
た
農
産
物
供
給
を
担
っ
て
き

た
卸
売
市
場
制
度
の
機
能
低
下
を
生
じ
さ
せ
た
の
は
こ

の
た
め
で
あ
る
。

　

量
を
中
心
に
し
た
国
産
農
産
物
の
流
通
が
質
を
中
心

　

特
集　

拡
が
る
か
、国
産
農
産
物
市
場　

国
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
策
を
ど
う
す
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。消
費
者
に
選
択

の
手
掛
か
り
を
与
え
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
そ
の
一
つ
。高
知
県
馬
路
村
の
ユ

ズ
な
ど
が
そ
れ
だ
が
、同
時
に
掛
川
駅
観
光
物
産
品
コ
ー
ナ
ー
「
こ
れ
っ
し
か
処
」な

ど
、農
業
者
と
消
費
者
の
交
流
の
場
と
な
る「
市
」づ
く
り
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。

青山学院大学教授

三村 優美子   Yumiko Mimura

みむら ゆみこ
1956年生まれ。岡山県出身。慶應義塾大学大学院商学研究
科博士課程修了。商学博士（慶應義塾大学）。㈳流通問題研
究協会主任研究員、東京国際大学商学部助教授・教授を経
て、現在、青山学院大学経営学部教授。食料・農業・農村政
策審議会委員他。専門：マーケティング、流通・商業研究。

農
産
物
核
に
地
域
の
物
語
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
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特集　拡がるか、国産農産物市場

モ
ー
ル
、各
県
の
物
産
館
な
ど
が
有
力
な
販
路
と
し
て
登

場
し
て
い
る
。

　

通
常
一
般
名
称
で
流
通
さ
れ
て
い
る
農
産
物
を
差
別

化
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、ブ
ラ
ン
ド
化
が
必
要
に
な
る
。

　

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、消
費
財
に
お
け
る
ブ
ラ
ン

ド
構
築
の
手
法
を
応
用
す
る
こ
と
で
進
め
ら
れ
た
。そ
れ

は
、製
品
の
基
本
的
価
値
を
超
え
て
、感
覚
価
値
や
観
念

価
値
の
次
元
に
ま
で
到
達
す
る
力
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、製
品
の
新
し
い
意
味
づ
け
で
あ
る
。

　

高
知
県
馬
路
村
で
は
、ユ
ズ
の
特
徴
が
う
ま
く
パ
ッ
ケ

ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
表
現
さ
れ
て
、ユ
ズ
を
育
て
る
人
々
の

思
い
や
ユ
ズ
の
実
る
里
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く

る
。

　
一
方
、丹
波
の
黒
豆
、魚
沼
郡
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
産

地
名
称
が
プ
レ
ミ
ア
ム
価
値
を
発
揮
し
て
い
る
農
産
物

も
あ
る
。農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
、産
地
ブ
ラ
ン
ド

と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
二
つ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、こ
の
二
つ
は
厳
密
に
区
分
す
る
の
は
難
し

い
が
、そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
枠
組
み
は
異
な
っ
て
い

る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

産
地
ブ
ラ
ン
ド
は
、産
地
名
称
が
記
号
に
な
っ
て
そ
の

農
産
物
に
付
加
価
値
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、

産
地
の
風
土
や
土
壌
、育
成
法
、品
種
な
ど
に
独
自
性
が

あ
り
、品
質
面
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
基
本

で
あ
る
。い
わ
ゆ
る“
モ
ノ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
化
”

で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、品
質
は
変
わ
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

他
地
域
産
で
あ
る
た
め
評
価
が
低
く
な
る
こ
と
も
よ
く

あ
る
。一
般
的
な
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、

加
工
食
品
や
化
粧
品
な
ど
で
行
わ
れ
て
き
た
従
来
型
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
近
似
し
て
い
る
。

と
し
た
流
通
に
転
換
す
る
に
は
多
く
の
困
難
が
伴
う
。そ

れ
は
、農
産
物
流
通
を
、単
な
る
商
品
の
供
給
過
程
で
は

な
く
、消
費
者
の
視
点
か
ら
付
加
価
値
創
造
の
過
程
と
し

て
捉
え
る
と
い
う
根
本
的
な
発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
六
次
化
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
発
想

　

農
産
物
が
同
質
的
な
商
品（
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
）で
あ

る
限
り
、そ
の
価
格
は
需
給
変
動
に
常
に
左
右
さ
れ
る
。

供
給
過
剰
時
に
は
販
売
価
格
が
生
産
コ
ス
ト
を
下
回
る

こ
と
も
あ
る
。出
荷
価
格
と
最
終
販
売
価
格
の
か
い
離
も

大
き
く
、流
通
過
程
に
お
け
る
生
産
者
の
立
場
は
低
く
抑

え
ら
れ
て
き
た
。

　

農
業
生
産
者
の
こ
の
よ
う
な
長
年
の
不
満
を
解
消
さ

せ
た
の
が
、独
自
の
直
売
ル
ー
ト
で
あ
り
、農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
や
加
工
に
よ
る
付
加
価
値
化
で
あ
る
。“
六
次

産
業
化
”に
よ
っ
て
地
域
の
産
業
振
興
を
目
指
す
地
方
自

治
体
の
政
策
も
こ
れ
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
は
、供
給
で
は
な
く

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
発
想
で
あ
る
。今
日
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
は
、単
な
る
販
売
や
市
場
開
拓
で
は
な
く
価
値
創
造
の

仕
組
み
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

農
産
物
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
考
え
る
場
合
も
、価
値

形
成（
商
品
開
発
）、価
値
表
示（
価
格
）、価
値
伝
達（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）、そ
し
て
価
値
提
供（
場
）の
四
つ

の
活
動
が
一
貫
性
を
持
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
柱
と
な
る
の
は
、消
費

者
に
選
択
の
手
掛
か
り
を
与
え
る
ブ
ラ
ン
ド
化
で
あ
る
。

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
し
て
は
、高
知
県
馬う

ま

路じ

村
の
ユ

ズ
や
京
野
菜
な
ど
全
国
的
に
知
ら
れ
る
事
例
が
登
場
し

て
お
り
、百
貨
店
の
地
下
食
料
品
売
場
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

よ
り
多
く
の
広
告
露
出
と
認
知
度
の
高
さ
が
強
さ
の

決
め
手
と
な
る
。た
だ
し
、希
少
性
に
価
値
が
あ
る
た
め
、

広
く
知
れ
わ
た
り
供
給
を
超
え
た
需
要
が
発
生
す
る
と

き
に
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
課
題
と
な
る
。

　

ま
た
、通
常
品
と
の
価
格
差
を
狙
っ
た
小
売
業
者
の
価

格
訴
求
の
対
象
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。競
合
産
地
と
の
厳

し
い
シ
ェ
ア
競
争
も
あ
り
、新
製
品
、新
技
術
開
発
が
不

可
欠
で
あ
る
。ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
希
釈
さ
せ
な
い
工
夫
が

求
め
ら
れ
る
。

　
地
域
の
物
語
を
ブ
ラ
ン
ド
化

　

こ
れ
に
対
し
て
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
、そ
れ
を
育
ん
だ

土
地
そ
の
も
の
に
価
値
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。気
候
、

風
土
、土
壌
、育
成
法
な
ど
に
加
え
て
、地
域
の
伝
統
行

事
や
食
文
化
、人
々
の
繋
が
り
ま
で
を
含
め
た
全
体
が
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
構
成
し
て
い
る
。

　

地
域
が
物
語
を
紡
ぎ
だ
し
、豊
か
な
連
想
の
輪
を
広
げ

て
い
く
。こ
れ
は
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
よ
り
、

“
場
所
と
人
の
ブ
ラ
ン
ド
化
”で
あ
る
。希
少
性
で
は
な
く

独
自
性
が
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
と
な
る
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
、モ
ノ
で
は
な
く
コ
ト
、あ
る
い
は

地
域
へ
の
愛
着
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
中
核
と
し

て
お
り
、農
産
物
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
を
有

し
て
い
る
。

　

栗
の
里
小お

布ぶ

施せ

は
、そ
の
最
も
成
功
し
た
事
例
と
い
え

る
。小
布
施
は
、北
国
街
道
、中
山
道
に
繋
が
る
谷
街
道

と
谷
脇
街
道
の
中
継
点
に
位
置
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ

り
、葛
飾
北
斎
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

小
布
施
が
栗
と
北
斎
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
始
め
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
半
ば
で
あ
る
が
、現

在
で
は
美
し
い
景
観
、芸
術
、そ
し
て
地
元
の
食
材
を
使
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農産物核に地域の物語のブランド化を

っ
た
食
の
融
合
し
た
ま
ち
が
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域
ブ

ラ
ン
ド
は
、地
域
お
こ
し
や
ま
ち
づ
く
り
運
動
に
参
加
す

る
人
々
の
精
神
的
な
よ
り
所
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、そ
こ
に
は
、必
ず
食
の
提
案
が
あ
る
。食
は
、

人
間
の
生
命
を
支
え
る
と
と
も
に
、食
卓
を
囲
む
こ
と
で
、

家
族
や
友
人
、地
域
の
人
々
と
の
心
の
繋
が
り
を
育
む
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
で
始
ま
っ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
で
は
、そ

の
土
地
の
産
物
で
あ
る
こ
と
、素
材
の
質
の
良
さ
、そ
の

土
地
の
風
習
に
あ
っ
た
生
産
方
法
、そ
の
土
地
に
活
気
を

与
え
、郷
土
の
社
会
性
を
高
め
る
食
品
で
あ
る
こ
と
を
要

件
と
し
て
い
る
。

　

産
業
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
均
一
化
し
て
い
く

食
の
流
れ
に
抗
し
て
、食
の
地
域
性
と
多
様
性
回
復
を
目

指
す
運
動
で
あ
る
。こ
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
は
、地
域

と
農
業
の
再
生
を
目
指
す
日
本
に
も
大
き
な
刺
激
を
与

え
た
。

　

温
暖
で
四
季
の
変
化
が
あ
り
、地
域
ご
と
に
特
徴
的
な

歴
史
や
文
化
を
有
す
る
日
本
は
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
世
界

に
合
っ
て
い
る
。

　
売
り
手
と
買
い
手
の
価
値
共
有
を

　

今
、国
産
農
産
物
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、均
一
化

を
目
指
す“
モ
ノ
”の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、地
域

性
と
多
様
性
を
目
指
す“
食（
コ
ト
）”の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
で
あ
る
。

　

農
産
物
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
発
想
が
な
か
な
か
定
着

し
に
く
か
っ
た
の
は
、先
述
し
た
よ
う
に
安
定
供
給
を
主

軸
と
し
て
き
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　

た
だ
し
、そ
れ
と
と
も
に
、農
産
物
に
適
合
す
る“
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
技
法
”が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

大
き
い
。そ
れ
は
、現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
大
量
生
産

の
工
業
製
品
の
市
場
開
拓
手
段
と
し
て
成
立
し
た
た
め

で
あ
る
。そ
の
枠
組
み
は“
モ
ノ（
有
形
物
）”を
前
提
と

し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、主
と
し
て
ラ
イ
バ
ル
品
と

の
差
別
化
手
段
で
あ
り
、消
費
者
の
認
知
度
を
高
め
市
場

拡
大
と
シ
ェ
ア
獲
得
を
目
指
し
て
い
く
も
の
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な“
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
”は
、多
様
性
・
地
域

性
を
特
徴
と
す
る
国
産
農
産
物
に
は
適
合
し
に
く
い
。そ

の
た
め
希
少
性
に
訴
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
化
の

方
法
し
か
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、消
費
の
成
熟
化
に
つ
れ
て
、マ
ス
製
品
の
次

元
に
留
ま
る
従
来
型
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
限
界
が
み
え

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、シ
ュ
ミ
ッ
ト（B.H

.Schm
itt

）が
提
唱
し

た「
経
験
価
値
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」は
、消
費
者
の
五
感
に

訴
え
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
枠
組
み
を
提
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、SEN

SE

（
五
感
に
働
き
か
け
る
感
覚
的
経

験
価
値
）、FEEL

（
感
情
や
気
分
に
働
き
か
け
る
情
緒

的
経
験
価
値
）、TH

IN
K

（
創
造
性
や
認
知
に
働
き
か

け
る
知
的
経
験
価
値
）、ACT

（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全

体
に
働
き
か
け
る
行
動
的
経
験
価
値
）、RELA

T
E

（
準

拠
集
団
や
文
化
と
の
関
連
づ
け
に
働
き
か
け
る
関
係
的

経
験
価
値
）の
五
つ
の
構
成
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。

　

そ
こ
で
生
ま
れ
る
の
は
、売
り
手
と
買
い
手
の
立
場
を

超
え
た
価
値
の
共
有
と
共
創
で
あ
る
。農
産
物
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
考
え
る
と
き
に
は
、従
来
の
製
品
ベ
ー
ス
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、消
費
者
と
の
経
験
共
有
を

前
提
と
し
た
経
験
価
値
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
枠
組
み
は

参
考
に
な
る
。

　
消
費
者
と
の
出
会
い
の
場
創
出

　

つ
ま
り
、農
産
物
を
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
で
は
な
く
、消

費
者
視
点
に
立
っ
た
意
味
づ
け
を
行
い
独
自
価
値
の
あ

る
も
の
に
転
換
し
て
い
く
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。そ
の
た

め
に
は
出
会
い
の
場
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
決
め
手

と
な
る
。

　

最
近
、地
域
の
農
業
生
産
者
と
食
品
ス
ー
パ
ー
の
共
同

の
売
場
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。取
れ
た
て

の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
が
マ
ル
シ
ェ
の
よ
う
な
ス
タ
イ

ル
で
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

　

生
産
者
の
名
前
だ
け
で
な
く
、写
真
や
説
明
書
、イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
流
さ
れ
て
生
産
者
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
。生
産
者
に
と
っ
て
は
、自
分
の
農
産
物
と
消
費

者
と
の
出
会
い
の
場
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、比
較
情
報
、販
売
デ
ー
タ
や
反
応
情
報
を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、自
分
の
農
産
物
の
評

価
を
客
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

売
場
で
は
、調
理
の
仕
方
や
郷
土
料
理
な
ど
を
紹
介
す

る
こ
と
で
、消
費
者
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、イ
ー
ト
イ
ン
の
コ
ー
ナ
ー
で
地
元
の
農
産
物

を
使
っ
た
料
理
を
味
わ
う
こ
と
も
楽
し
い
。特
に
、働
く

女
性
た
ち
や
高
齢
単
身
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、店
内
で
の
料
理
の
提
供
は
有
効
で
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
を
本
拠
地
と
す
る
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｙ

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク（
Ｎ
Ｙ
）店
は
、野
菜
、肉
製
品
、パ
ス
タ
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、ワ
イ
ン
、菓
子
な
ど
の
イ
タ
リ
ア
食

材
と
料
理
を
提
供
す
る
イ
タ
リ
ア
食
文
化
の
店
と
し
て

お
い
し
く
楽
し
い
と
Ｎ
Ｙ
観
光
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。こ
の
店
は
、Ｎ
Ｙ
の
有
名
シ
ェ
フ
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、食
材
と
料
理
、書
籍
、
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料
理
本
、ク
ッ
ク
ウ
ェ
ア
、観
光
ガ
イ
ド
ま
で
揃
え
た
総

合
的
な
イ
タ
リ
ア
の
食
の
世
界
を
演
出
し
て
い
る
。

　

地
域
お
こ
し
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
日
本
で
も

優
れ
た
事
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
一
つ
が

静
岡
県
掛
川
市
で
あ
る
。

　

東
京
と
大
阪
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
、東
海
道
の

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
掛
川
市
で
あ
る
が
、一

九
七
〇
年
代
以
降
の
総
合
ス
ー
パ
ー
企
業
の
地
方
出
店

と
郊
外
化
の
波
を
受
け
て
、中
心
部
の
商
店
街
の
衰
退
と

歯
抜
け
状
態
が
著
し
い
。

　
「
交
流
型
産
業
」で
ま
ち
づ
く
り

　

中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
施
行
に
合
わ
せ
て
ま
ち
づ

く
り
会
社
の
も
と
で
商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
た
が
、効
果
が
出
に
く
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

し
か
し
、ま
ち
づ
く
り
三
法
の
改
正
と
と
も
に
、ま
ち

づ
く
り
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民
参
加
の
道
が
開
か
れ
た
こ

と
で
、従
来
の
商
店
街
中
心
か
ら
市
民
中
心
の
ま
ち
づ
く

り
へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
た
こ
と
が
、こ
の
ま
ち
の
在
り

方
を
独
特
の
も
の
に
し
た
と
い
え
る
。　

　

掛
川
は
、温
暖
で
晴
天
に
恵
ま
れ
た
地
味
豊
か
な
土
地

で
あ
る
。ま
ち
か
ら
一
歩
外
に
出
る
と
茶
畑
な
ど
美
し
い

里
山
の
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
海
に
も
近
く
、山

と
海
の
産
物
を
と
も
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
風
土
を
背
景
と
し
て
、掛
川
市
は
全
国
で

初
め
て
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
都
市
を
宣
言
し
て
い
る
。品
質
の

よ
い
お
茶
の
産
地
で
あ
り
、日
常
生
活
の
中
で
お
茶
を
楽

し
む
生
活
文
化
を
育
ん
で
い
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。

　

商
業
だ
け
の
活
性
化
の
難
し
さ
を
認
識
し
た
こ
と
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
柱
は
、農
、工
、商
、サ
ー
ビ
ス
の
調
和
と
、

人
々
の
交
流
に
よ
る「
交
流
型
産
業
」の
育
成
に
置
か
れ

た
。毎
月
第
三
土
曜
日
に
は
中
心
部
で
い
わ
ゆ
る
農
産
物

直
売
の
市
が
開
か
れ
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、一
般
市
民
と
周
辺
農
業
者
と
の
出
会
い
の
場

と
し
て
機
能
し
て
お
り
、農
業
者
に
と
っ
て
は
消
費
者
の

反
応
を
直
接
知
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、掛
川
駅
コ
ー
ナ
ー
に
開
設
さ
れ
た
観
光
物
産
品

コ
ー
ナ
ー
「
こ
れ
っ
し
か
処
」は
、単
な
る
土
産
物
コ
ー

ナ
ー
の
次
元
を
超
え
て
、有
名
百
貨
店
の
デ
パ
地
下
並
み

の
楽
し
さ
と
話
題
性
に
あ
ふ
れ
た
売
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、担
当
者
が
自
ら
生
産
者
を
回
り
、相
互
に
納

得
し
た
う
え
で
開
発
し
品
揃
え
し
た
商
品
が
集
め
ら
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

商
品
の
価
値
を
見
抜
く
目
と
そ
れ
を
表
現
し
伝
え
る

技
を
持
っ
た
人
々
の
手
を
通
し
て
、地
域
の
農
産
物
は
輝

い
て
く
る
。地
元
客
だ
け
で
な
く
、近
く
の
嬬つ

ま

恋ご
い

リ
ゾ
ー

ト
な
ど
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
き
な
ど
は
多
く

の
観
光
客
で
賑
わ
う
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
高
度
な
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
を
駆

使
し
た
駅
の
物
産
品
コ
ー
ナ
ー
は
貴
重
で
あ
る
。

　

掛
川
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
の
は
、こ
の
地

を
愛
し
助
け
合
っ
て
い
る
人
々
の
存
在
で
あ
る
。掛
川
市

に
根
付
い
て
い
る
二
宮
尊
徳
の
報
徳
の
思
想
が
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
と
な
っ
て
い
る
。そ
し
て
、地
域
に
眠
る
豊

か
な
文
化
的
資
源
を
気
付
か
せ
活
動
を
支
援
し
て
い
る

専
門
家
の
存
在
も
大
き
い
。

　

こ
の
よ
う
な
人
々
の
輪
を
通
し
て
、国
産
農
産
物
が
日

本
の
食
の
場
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図　マーケティングの枠組みの違い
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野
菜
は
食
文
化
や
健
康
の
カ
ギ

　

国
は｢

食
と
農
林
漁
業
の
再
生
実
現
会
議｣

に
お
い
て
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画（
二
〇
一
〇
年
三
月
）や
、

食
に
関
す
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン（
同
年
一
二
月
）な
ど
に
基

づ
き
、基
本
方
針
・
行
動
計
画（
一
一
年
一
〇
月
）を
策
定

し
た
が
、そ
の
基
盤
は
食
育
で
あ
る
。

　

二
一
世
紀
に
お
け
る
わ
が
国
の
発
展
の
た
め
に
は
、子

ど
も
た
ち
が
健
全
な
心
と
身
体
を
培
い
、未
来
や
国
際
社

会
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、全
て
の
国
民
が
心
身
の
健
康
を
確
保
し
、生

涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

現
代
人
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
健
康
づ
く

り
に
役
立
つ
食
生
活
と
し
て「
食
生
活
指
針
」が
策
定
さ

れ
た（
二
〇
〇
〇
年
三
月
／
文
部
省
・
厚
生
省
・
農
水
省
）。

食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
生
か
し
な
が
ら
、主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
基
本
に
、ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と
食

べ
、食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に
し
て
、野
菜
や
果
物
、牛

乳
・
乳
製
品
、豆
類
、魚
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
を
推
奨
し

て
い
る
。

　
野
菜
の
機
能
を
知
る
こ
と
が
先
決

　
「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
12
カ
条（
財
団
法
人
が
ん
研
究

振
興
財
団
）」で
は
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
の
う
ち
、

野
菜
や
果
物
を
豊
富
に
食
べ
る
こ
と
を
、ま
た「
長
寿
の

た
め
の
食
生
活
5
カ
条（
長
寿
村
ニ
ッ
ポ
ン
紀
行
・
近
藤

正
二
氏
）」で
は
野
菜
や
果
物
、海
藻
を
欠
か
さ
ず
、ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、食
物
繊
維
を
た
っ
ぷ
り
摂
る
こ
と
を
、

さ
ら
に「
肌
に
良
い
食
生
活（
大
阪
市
大
医
学
部
・
小
林

裕
美
氏
）」で
は
、健
康
的
に
つ
く
ら
れ
た
旬
の
野
菜（
特

に
緑
黄
色
野
菜
）を
、そ
れ
ぞ
れ
薦
め
て
い
る
。

　

ま
た
、厚
生
労
働
省
は
、｢

健
康
日
本
21｣

に
続
く

「Sm
art Life Project

」を
開
始
し
、少
子
高
齢
化
・
要

介
護
者
の
増
大
を
背
景
と
し
た
医
療
や
介
護
な
ど
の
膨

大
な
社
会
保
障
費
を
削
減
す
る
た
め
に
、「
適
度
な
運
動
」

「
禁
煙
」「
適
切
な
食
生
活
」に
よ
り
国
民
の
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
人
の
食
文
化
と
健
康
に
対
し
て
、

「
野
菜
」が
大
変
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
こ
と
は
議
論

を
待
た
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　
一
方
、わ
が
国
の
農
林
漁
業
は
、所
得
の
減
少
、担
い
手

不
足
の
深
刻
化
や
高
齢
化
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
て
い
る
。農
山
漁
村
も
活
力
が
低
下
し
て
お
り
、食

と
農
林
漁
業
の
競
争
力
・
体
質
強
化
は
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
あ
る
。

　

今
、国
内
経
済
が
な
か
な
か
浮
か
び
上
が
ら
な
い
う
え
、

人
口
の
減
少
に
よ
り
消
費
が
縮
小
し
て
い
く
可
能
性
も

　

特
集　

拡
が
る
か
、国
産
農
産
物
市
場　

業
務
用
青
果
物
卸
の
東
京
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
は
、｢

旬
の
野
菜｣

が
お
い
し
く
て
健
康
に

も
良
い
こ
と
を
科
学
的
に
示
す｢

健
康
機
能｣

を
わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る
た
め
、評

価
基
準｢

デ
リ
カ
ス
コ
ア｣

を
独
自
開
発
し
た
。野
菜
の
持
つ｢

ち
か
ら｣

の
数
値
化
と

も
言
え
る「
見
え
る
化
」で
野
菜
消
費
は
ど
こ
ま
で
拡
大
す
る
か
。

東京デリカフーズ株式会社経営企画室長

有井 雅幸   Masayuki Arii

ありい まさゆき
1961年兵庫県（神戸市）生まれ。東京理科大学大学院薬学
研究科博士課程修了（薬学博士）。財団法人癌研究会癌研
究所（特別研究員）、キッコーマン株式会社（機能性食品グ
ループ長）を経て、現職。調理科学に基づいた｢食のおいし
さと健康｣を生かした企業経営を目指す。

野
菜
の
機
能「
見
え
る
化
」で
消
費
拡
大
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特集　拡がるか、国産農産物市場

　

消
費
者
や
野
菜
実
需
者
の
野
菜
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は

｢

安
全
で｣｢

お
い
し
く｣｢

健
康
に
良
い｣

こ
と
で
あ
る
。

食
品
学
的
に
言
う
と
、①
栄
養（
一
次
機
能
）、②
お
い
し

さ（
二
次
機
能
）、③
体
調
調
節
作
用（
三
次
機
能
）、④
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
四
次
機
能
）で
あ
る
。

　

狭
義
に
は
、体
調
調
節
作
用
の
み
を
取
り
上
げ
て｢

機

能
性｣

と
言
う
場
合
も
あ
る
が
、こ
こ
で
は
体
調
調
節
作

用
を｢

健
康
機
能｣

と
表
わ
す
。

　
抗
酸
化
力
な
ど
が
健
康
機
能

　

野
菜
に
は
多
く
の
成
分（
中
身
）が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

糖
や
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
と
、食
物
繊

維
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
・
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
と
い
っ
た
非
栄

養
素
な
ど
が
単
独
、あ
る
い
は
複
合
的
に
働
い
て
、野
菜

の
機
能（
栄
養
、お
い
し
さ
、健
康
機
能
）を
担
っ
て
い
る
。

野
菜
の
主
な
健
康
機
能
に
は｢

抗
酸
化
力｣｢

免
疫
力｣｢

解

毒
力（
デ
ト
ッ
ク
ス
）｣

の
三
つ
が
あ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
捉
え
る
と
、二
〇
～
三
〇
歳
代
女
性

の
食
ニ
ー
ズ
で
あ
る｢

美
容
・
ダ
イ
エ
ッ
ト｣

に
対
し
て
、

野
菜
の
健
康
機
能
を
利
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
外
食
な
ど

で
提
供
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
場
合
、野
菜
の
健
康
機
能
と
し
て
は
、ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
な
ど
の
抗
酸
化

成
分
が
肌
の
健
康
を
維
持
・
増
進
し（
シ
ミ
、シ
ワ
の
改

善
）、食
物
繊
維
な
ど
が
空
腹
を
抑
え
、ま
た
腸
内
環
境

（
腸
内
細
菌
な
ど
）を
整
え
る
こ
と
で
便
秘
を
改
善
し
、さ

ら
に
は
老
廃
物
を
積
極
的
に
体
外
へ
排
泄
す
る
こ
と
で

肥
満
の
予
防
や
改
善
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

東
京
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
は
、契
約
農
家
や
荷
受
・
仲
卸
な

ど
か
ら
野
菜
を
仕
入
れ
、ホ
ー
ル
野
菜
や
カ
ッ
ト
野
菜
、

過
熱
野
菜（
飽
和
水
蒸
気
を
さ
ら
に
加
熱
し
た
過
熱
水

あ
る
中
で
、国
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
は
、ま
ず
、そ

の
機
能
と
役
割
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、特
に
野
菜
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
二
〇

～
三
〇
歳
代（
一
日
二
五
〇
㌘
の
野
菜
を
摂
取
）を
コ
ア

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、外
食
な
ど
で
プ
ラ
ス
一
〇
〇
㌘
の

野
菜（
合
計
一
日
三
五
〇
㌘
。内
、緑
黄
色
野
菜
一
二
〇
㌘
）

を
食
べ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

蒸
気
を
使
用
し 

、短
時
間
で
野
菜
を
熱
し
、香
り
と
味
を

野
菜
の
中
に
封
じ
込
め
る
加
工
方
法
に
よ
る
）、野
菜
加

工
食
品
な
ど
の
形
態
で
、外
食
・
中
食
産
業
な
ど
の
野
菜

実
需
者
に
対
し
て
業
務
用
野
菜
を
供
給
す
る
中
間
事
業

者
で
あ
る
。

　

野
菜
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は「
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
た
付
加
価
値
の
高
い
野
菜
を
、必
要
な
人
・

地
域
・
国（
輸
出
）に
お
い
て
、そ
れ
に
見
合
っ
た
価
格
で

販
売
す
る
」こ
と
で
あ
る
。

　

取
扱
っ
て
い
る
原
材
料
は
約
三
五
〇
品
目（
二
〇
〇
九

年
度
）で
、そ
の
う
ち
約
三
二
〇
品
目
が
野
菜（
売
上
の

九
割
以
上
）。約
三
〇
〇
社（
八
〇
〇
〇
店
舗
）と
取
引
が

あ
る
が
、そ
の
内
訳
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン（
五
割
）、

居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン（
二
割
）、フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン

（
二
割
）、惣
菜
・
学
校
給
食
な
ど（
一
割
）と
な
っ
て
い
る
。

　
野
菜
の
機
能
分
析
デ
ー
タ
活
用

　

取
り
扱
う
野
菜
の
九
割
以
上
が
国
産
で
あ
り
、そ
の
う

ち
六
～
七
割
は
契
約
産
地
か
ら
調
達
。五
〇
～
六
〇
団
体

に
も
お
よ
ぶ
全
国
の
生
産
者
、農
業
法
人
か
ら
な
る
産
地

と
の
契
約
取
引
に
よ
っ
て
、年
間
を
通
じ
た
原
料
の
調
達

を
行
っ
て
い
る
。全
量
を
東
京
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
に
仕
向
け

て
い
る
生
産
者
や
、そ
の
取
引
金
額
が
二
億
円
以
上
に
の

ぼ
る
生
産
者
も
あ
る
。

　

東
京
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

取
扱
い
を
拡
大
し
て
き
た
こ
と
の
裏
づ
け
と
し
て
は
、長

期
に
わ
た
り
、野
菜
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
定
量
的
に
分

析
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
あ
る
。

　

デ
リ
カ
フ
ー
ズ
・
グ
ル
ー
プ
の
研
究
開
発
型
企
業
で
あ

る
デ
ザ
イ
ナ
ー
フ
ー
ズ
で
は
、形
や
色
な
ど
の
外
観
だ
け

で
は
な
く
中
身
に
基
づ
い
た
野
菜
評
価
を
実
施
す
る
た

図１　ホウレンソウの中身評価と旬
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野菜の機能「見える化」で消費拡大

め
に
、十
数
年
間
に
わ
た
り
、野
菜
の
機
能
評
価
を
行
っ

て
き
た
。野
菜
の
健
康
機
能
評
価
に
重
点
を
置
い
て
進
め

た
結
果
、各
種
国
産
野
菜
の
抗
酸
化
力
な
ど
に
つ
い
て
は

数
万
検
体
の
分
析
デ
ー
タ
を
保
有
し
、国
際
的
に
も
屈
指

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
い
る
。

　

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
駆
使
す
る
こ
と
で
初
め
て
、国

内
外
の
産
地
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
が
、季
節
毎
の
国
産
野

菜（
平
均
値
）と
比
較
し
て
、お
い
し
さ
や
栄
養
価
、健
康

機
能
、安
全
性
に
優
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、数
値
と
し
て

「
見
え
る
化
」で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
独
自
に「
デ
リ
カ
ス
コ
ア
」開
発

　

｢

旬
の
野
菜｣

が
お
い
し
く
て
健
康
に
も
良
い
こ
と
を

科
学
的
に
示
す（
図
１
）こ
と
が
で
き
、ま
た
同
じ
旬
で
も
、

土
づ
く
り
や
栽
培
方
法
な
ど
ほ
場
・
産
地
に
よ
っ
て
中
身

が
異
な
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

　

野
菜
の
中
身
を
中
心
に
一
九
項
目
を
対
象
と
し
た
新

た
な
評
価
基
準｢

デ
リ
カ
ス
コ
ア｣

も
構
築
し
た（
図
２
）。

単
な
る
野
菜
取
引
基
準
で
は
な
く
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
目
線
合
わ
せ
の
物
差
し
と
し
て
、ま
た
、多
様
化

す
る
野
菜
ニ
ー
ズ
を
評
価
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、さ
ら
に
、

よ
り
付
加
価
値
の
高
い
野
菜
生
産
を
目
指
す
取
り
組
み

指
標
と
し
て
、ま
ず
は
主
要
契
約
産
地
へ
導
入
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て｢

第
二
回
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ

ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
ア
ワ
ー
ド
二
〇
一
〇｣

に
お
い
て
研
究
開

発
・
新
技
術
開
発
部
門
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。〇
九
年
度

の｢

過
熱
野
菜
に
よ
る
食
べ
方
提
案
と
規
格
外
野
菜
等
を

利
用
し
た
新
た
な
商
品
開
発｣

で
の
優
秀
賞
と
合
わ
せ
二

年
連
続
受
賞
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、国
産
野
菜
に
商
機
を
求
め
、事
業
を
拡

大
し
て
き
た
。以
前
は
、市
場
を
中
心
に
調
達
し
て
い
た

が
、徐
々
に
契
約
産
地
を
増
や
す
こ
と
で
、実
需
者
の
要

望
を
直
接
産
地
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、ま
た
仕
入
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　

生
産
者
を
東
京
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
の
カ
ッ
ト
工
場
に
招

き
、現
場
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。ま
た
み
ず
か
ら
も

頻
繁
に
産
地
へ
赴
く
な
ど
生
産
者
と
の
交
流
を
積
極
的

に
図
り
、お
互
い
の
立
場
の
理
解
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、生
産
者
に
と
っ
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
実
需
者
ニ
ー
ズ
を
直
接
感
じ
る
機
会
と
な

り
、一
方
、東
京
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
に
と
っ
て
は
産
地
の
状

況
把
握
に
役
立
つ
。

　

お
互
い
の
立
場
の
理
解
を
通
じ
て
信
頼
関
係
が
深
ま

っ
て
く
る
と
、｢

ケ
ー
ス
単
位
か
ら
重
量
単
位
に
よ
る
取

引
へ
の
変
更｣｢

包
装
の
簡
略
化｣

な
ど
、契
約
取
引
に
新

た
な
ア
イ
デ
ア
や
仕
組
み
が
組
み
込
ま
れ
、取
引
形
態
の

進
化
に
繋
が
る
。

　

〇
九
年
度
か
ら
東
北
や
関
東
圏
の
主
要
八
契
約
産
地

と｢

国
産
青
果
物
需
給
拡
大
推
進
協
議
会｣

を
結
成
し
た
。

大
根
な
ど
の
加
工
・
業
務
用
野
菜
の
周
年
安
定
供
給
や

天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
る
供
給
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

複
数
産
地
・
複
数
品
目
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
、

リ
レ
ー
出
荷
に
よ
り
安
定
供
給
体
制
を
推
進
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
契
約
産
地
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
の
機
能（
お

い
し
さ
、栄
養
素
、健
康
機
能
、安
全
）を
分
析
し
、付
加

価
値
を
実
証
。さ
ら
に
、勉
強
会
な
ど
を
通
じ
、生
産
者

の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
意
識
が
向
上
、Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入

の
推
進
に
役
立
っ
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、こ
の
協
議
会
は
、｢

第
四
回

国
産
野
菜
の
生
産
・
利
用
拡
大
優
良
事
業
者
表
彰（
農
水

省
）｣

で
農
畜
産
業
振
興
機
構
理
事
長
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

大
阪
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
や
名
古
屋
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
を
含

む
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、四
年
連
続
の

受
賞
と
な
っ
た
が
、今
後
と
も
先
進
的
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　
健
康
と
野
菜
の
情
報
発
信
が
必
要

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
フ
ー
ズ
は
一
〇
年
一
二
月
か
ら
、健
康
と

野
菜
の
情
報
発
信
基
地｢

ベ
ジ
マ
ル
シ
ェ｣

を
東
京
六
本

木
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
に
創
設
し
、野
菜
の
健
康
機
能（
抗
酸

化
力
、免
疫
力
、解
毒
力
）に
基
づ
い
た
商
品
陳
列
と
価

格
設
定
を
実
現
し
た
。ま
た
試
食
説
明
販
売
に
よ
っ
て
、

お
い
し
く
抗
酸
化
力
の
優
れ
た
野
菜
が
高
価
格（
店
頭
比

較
）で
も
購
入
さ
れ
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　

野
菜
実
需
者
や
一
般
消
費
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、野
菜
の
食
べ
方｢

ベ
ジ
フ
ァ
ー
ス
ト｣

を
啓け

い
蒙も

う
す
る

と
と
も
に
、外
部
企
業
と
共
同
で
簡
易
健
康
診
断
も
実

施
。そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
た｢

健
康
機
能
サ
ラ
ダ｣

や
、

健
康
機
能
を
評
価
し
た
お
薦
め
調
味
料
や
加
工
食
品（
自

社
過
熱
野
菜
ピ
ク
ル
ス
、自
社
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
）も

販
売
す
る
。

「抗酸化系野菜」「免疫系野菜」「解毒系野菜」を 
アピールして売り出すのも消費拡大につながる
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今
後
も
、野
菜
の
新
た
な
付
加
価
値
と
し
て
の｢

健
康
機

能｣

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る
こ
と
で
、農
業
者
の

こ
だ
わ
り
を
消
費
者
に
直
接
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

　
野
菜
の
持
つ「
ち
か
ら
」数
値
化

　

国
産
野
菜
の
需
給
や
消
費
拡
大
を
通
し
、日
本
農
業
の

活
性
化
、食
料
自
給
率
の
向
上
、国
民
医
療
費
の
削
減
、

地
球
環
境
の
保
全
を
目
指
す
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、二
〇

〇
九
年
四
月
に｢Farm

 to W
ellness

倶
楽
部｣

を
設
立

し
た
。

　

健
康
な
土
地
か
ら
で
き
た
健
康
な
野
菜
こ
そ
が
真
の

健
康
に
繋
が
る（
農
場farm

か
ら
健
康w

ellness

を
）と

考
え
、野
菜
の
持
つ｢

ち
か
ら｣

を
数
値
化
す
る
こ
と
で
、

野
菜
と
健
康
づ
く
り
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
、野
菜

の
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

　

年
四
回
の
季
刊
誌
発
行
や
、無
償
・
有
償
の
野
菜
分
析

受
託
、野
菜
に
関
す
る
情
報
発
信
、各
種
研
究
会
な
ど
を

手
掛
け
、現
在
で
は
生
産
者
や
野
菜
実
需
者
、市
場
や
流

通
、研
究
者
な
ど
約
一
〇
〇
の
個
人
・
団
体
が
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、充
実
し
た
会
組
織
と
し
て
運

営
す
る
こ
と
で
、会
員
数
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、日
本

農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、歳
を
重
ね
て
も

元
気
で
い
る
た
め
に
は
運
動
や
休
養
と
と
も
に
食
が
最

も
重
要
で
あ
る
。特
に
お
い
し
く
栄
養
価
の
高
い
健
康
機

能
に
優
れ
た
旬
の
野
菜
は
、疲
れ
た
現
代
人
の
心
身
を
癒

す
力
に
満
ち
て
い
る
。

　

世
界
に
誇
る
日
本
農
業
の
技
術
と
誠
心
を
結
集
し
て

つ
く
ら
れ
た
中
身
の
優
れ
た
野
菜
。そ
れ
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
外
食
・
中
食
産
業
は
、ま
さ
に
食
の
病
院
・
薬

局
で
あ
る
。

　

デ
リ
カ
フ
ー
ズ
・
グ
ル
ー
プ
は
、高
い
志
を
持
っ
た
農

業
生
産
者
と
、農
業
に
か
か
わ
る
全
て
の
皆
さ
ま
方
の
応

援
団
と
な
る
こ
と
で
、日
本
と
日
本
人
を
創
造
し
守
っ
て

き
た
先
人
た
ち
に
感
謝
し
、希
望
に
満
ち
た
明
る
い
未
来

を
子
ど
も
た
ち
へ
繋
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　

  

図2　野菜の栽培・加工・配送の流れと野菜評価基準デリカスコアの概要

【
参
考
】

●
食
育
推
進（
内
閣
府
）http://w

w
w

8.cao.go.jp/syokuiku/
index.htm

l　

●
野
菜
を
め
ぐ
る
情
勢（
農
林
水
産
省
）http://w

w
w

.m
aff.

go.jp/j/seisan/ryutu/yasai/index.htm
l

●
野
菜
の
機
能
性（
抗
酸
化
力
等
）に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て

野
菜
情
報（V

ol.75/p52-53/2010

）

　
http://w

w
w

.alic.go.jp/y-suishin/yajukyu01_000047.
htm

l
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期
待
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

　

六
次
産
業
化
は
、農
業
者
が
生
産（
第

一
次
産
業
）の
み
な
ら
ず
、加
工（
第
二

次
産
業
）、そ
し
て
流
通
・
販
売（
第
三

次
産
業
）に
も
主
体
的
・
総
合
的
に
、特

に
農
業
者
主
導
で
価
格
決
定
に
関
わ
る

こ
と
、市
場
流
通
に
頼
ら
ず
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
サ
ー
チ
を
し
な
が
ら
独
自
の
経
営
の

発
想
で
農
業
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指

す
こ
と
な
ど
の
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

　
一
、二
、三
の
数
字
を
足
し
て
も
掛
け

合
わ
せ
て
も
六
に
な
る
た
め
、六
次
産

業
化
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、農
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
潮
流
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。同
時
に
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進

む
農
村
地
域
活
性
化
の
カ
ギ
を
握
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、日
本
公
庫
は
、平
成
二
三
年

七
月
以
前
か
ら
す
で
に
六
次
産
業
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
農
業
者（
個
人
ま
た

は
法
人
）に
対
し
て
、六
次
産
業
化
の
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
関
す
る
郵
送
ア
ン
ケ

ー
ト
と
面
談
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、農
業
者
が
取
り
組
ん
で
い
る

六
次
産
業
化
の
形
態
と
し
て
は
、「
農
産

物
加
工
」が
八
〇
・
六
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で「
農
産
物
直
接
販
売
」が
六
八
・

五
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」「
観
光
農
園
」「
農

家
民
宿
」に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は

多
く
は
な
く
、｢

農
産
物
加
工｣

と「
農
産

物
直
接
販
売
」へ
の
取
り
組
み
が
一
般
的

な
形
態
と
言
え
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　

六
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
だ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、回
答
者
の
七
四・五
％
が「
所

得
の
向
上
」を
挙
げ
、最
多
と
な
り
ま
し

た
。

　
直
接
販
売
で
価
格
決
定
も
主
導

　

面
談
調
査
で
も
、直
接
販
売
に
伴
い

価
格
決
定
も
主
導
的
に
行
え
る
こ
と
で

利
益
率
が
向
上
し
た
と
の
声
が
多
か
っ

た
の
が
特
徴
で
す
。市
場
流
通
の
需
給

関
係
に
左
右
さ
れ
ず
に
済
む
点
を
メ
リ

ッ
ト
に
感
じ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

こ
の
直
接
販
売
は
、無
農
薬
・
減
農
薬

栽
培
や
有
機
栽
培
な
ど
に
取
り
組
む
生

産
者
に
と
っ
て
は
、販
路
確
保
な
ど
苦

労
は
多
い
も
の
の
、そ
れ
ぞ
れ
の「
こ
だ

わ
り
」を
付
加
価
値
と
し
て
販
売
価
格

に
反
映
で
き
る
点
で
、魅
力
的
な
販
売

方
法
と
言
え
ま
す
。

　

次
い
で
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て「
農
産
物

の
生
産
拡
大
」を
挙
げ
た
回
答
者
が
五

〇
・
三
％
に
上
り
ま
し
た
。

　

面
談
調
査
で
は
、加
工
・
直
接
販
売
な

ど
が
軌
道
に
乗
る
に
つ
れ
て
本
業
で
あ

る
農
業
生
産
部
門
の
生
産
量
が
拡
大
し

た
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、二
八
・
五
％
が「
社
員
の
や

り
が
い
が
向
上
」を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙

げ
ま
し
た
。

　

面
談
調
査
で
も
、こ
の
回
答
を
選
ん

だ
者
は
、「
今
ま
で
は
直
接
顧
客
と
接
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、六
次
産
業
化
に

よ
っ
て
直
接
顧
客
の『
お
い
し
か
っ
た
』

と
い
う
声
が
届
く
よ
う
に
な
り
、や
り

が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、農
家

の
主
婦
が「
直
売
所
開
設
に
よ
り
、初
め

て
現
金
の
や
り
と
り
に
よ
り
収
入
を
得

る
こ
と
に
な
り
、生
き
が
い
を
感
じ
る
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
か
ら
の
支
援
確
保（
地

域
で
の
基
盤
確
立
）」を
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
挙
げ
た
回
答
者
も
同
率
の
二
八
・
五

％
に
上
り
ま
し
た
。

　

面
談
調
査
に
よ
る
と
、地
域
雇
用
の

創
出
に
よ
り
地
域
内
に
人
が
留
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
や
、経
済
が
循
環
し
地

域
活
性
化
や
地
産
地
消
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
、直
売
所
設
立
に
よ
り
ス
ー
パ
ー
が

な
か
っ
た
地
域
の
利
便
性
が
向
上
し
た
、

な
ど
の
背
景
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、六
次
産
業
化
に
よ
っ
て
、規
格

外
の
た
め
、こ
れ
ま
で
廃
棄
処
分
に
さ

れ
て
い
た
生
産
物
を
加
工
用
に
買
い
取

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、周
辺
農
家
の
所
得

が
向
上
し
た
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
図
２
参
照
）

　
ブ
ラ
ン
ド
化
が
最
重
要
課
題

　

こ
の
ほ
か
今
後
の
経
営
展
開
に
つ
い

て
は
、回
答
者
の
七
六
・
二
％
が
事
業
や

経
営
の
規
模
を「
拡
大
」す
る
と
回
答
し

六次産業化で
七割の農業者が
所得向上を実感

農業の新ビジネスモデル、六次産業化を
どうみるか―日本公庫が実施した六次産
業化に取り組む農業者を対象とした調査
で、七割強が所得が向上し、今後も事業の
拡大につなげていく意向のあることが判
明しました。今後の課題を含め、調査結果
の詳細をレポートします。

日本政策金融公庫◦農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート

―農業の六次産業化に関する調査―
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て
い
ま
す
。

　

続
い
て「
現
状
維
持
」が
一
七
・
七
％
、

「
縮
小
」「
廃
止
」を
合
わ
せ
て
も
一
・
二

％
と
な
っ
て
お
り
、六
次
産
業
化
が
着

実
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
ま
す
。（
図
３
参
照
）

　
一
方
、六
次
産
業
化
に
踏
み
切
っ
た
農

業
者
の
営
農
類
型
を
見
る
と
、野
菜
が

最
多
で
、果
樹
、酪
農
、養
豚
、稲
作
な
ど

が
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、販
売
の
形
態
に
関
し
て
は
、自

社
店
舗
で
の
直
売
が
七
三
・
九
％
と
最

多
で
、ス
ー
パ
ー
な
ど
流
通
業
者
へ
の
販

売
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
や
通
信
販

売
、「
道
の
駅
」な
ど
の
直
売
所
へ
の
委

託
販
売
な
ど
が
続
き
ま
す
。（
図
４
参
照
）

　

今
後
の
重
要
な
取
り
組
み
課
題
で
最

も
多
か
っ
た
の
は
、「
商
品
の
差
別
化
・

ブ
ラ
ン
ド
化
」の
六
七
・
三
％
で
し
た
。

「
必
要
な
人
材
の
確
保
」が
そ
れ
に
続
き

五
五
・
八
％
に
上
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
円
滑
な
資
金
調
達
」「
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く
商
品
開
発
」

「
販
路
拡
大
に
向
け
た
営
業
活
動
」な
ど

が
続
き
ま
す
。（
図
５
参
照
）

　
黒
字
化
ま
で
平
均
四
年

　
一
次
産
業
の
農
業
生
産
技
術
以
外
に
、

六
次
産
業
化
の
カ
ギ
を
握
る
農
産
物
加

工
や
接
客
・
営
業
・
会
計
な
ど
の
知
識
、

さ
ら
に
経
営
人
材
の
確
保
を
重
視
し
て

い
る
こ
と
が
調
査
で
判
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、六
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
だ

年
数
は
平
均
一
三
・
五
年
で
、黒
字
化
ま

で
は
平
均
四
・
一
年
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
に
は
綿
密
で

無
理
の
な
い
長
期
的
な
資
金
計
画
、粘

り
強
い
取
り
組
み
が
必
要
と
の
声
が
多

か
っ
た
の
も
特
徴
で
す
。

　

面
談
調
査
の
結
果
、成
功
の
要
因
は
、

単
純
に
一
つ
で
は
な
く
各
社
独
自
の
工

夫
や
努
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複

合
的
に
絡
み
合
っ
た
結
果
と
い
う
指
摘

が
目
立
ち
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、農
産

物
生
産
や
加
工
技
術
の
高
さ
だ
け
で
は

な
く
、積
極
的
な
営
業
や
販
売
促
進
活

動
の
ほ
か
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
関
す
る
イ

メ
ー
ジ
戦
略
な
ど
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、成
功
の
要
因
ご
と
に
、

（
１
）生
産
に
強
み
、（
２
）加
工
に
強
み
、

（
３
）営
業
・
販
売
・
イ
メ
ー
ジ
戦
略
に
強

み
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類

し
、そ
の
特
徴
を
解
説
し
ま
す
。

　
（
１
）生
産
に
強
み

　

一
つ
目
は
農
産
物
の
生
産
方
法
や
品

質
管
理
に
こ
だ
わ
り
、品
質
の
高
さ
や

独
自
性
を
強
み
に
差
別
化
・
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
販
路
を
確
保
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
で
す
。設
備
投
資
や
資
金
調
達
に
も

慎
重
で
決
し
て
あ
せ
ら
ず
規
模
拡
大
に

あ
わ
せ
て
少
し
ず
つ
設
備
投
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

農
産
物
加
工
に
つ
い
て
は
、リ
ス
ク
覚

悟
で
自
社
製
造
に
こ
だ
わ
ら
ず
、農
商

工
連
携
が
現
実
的
と
考
え
、Ｏ
Ｅ
Ｍ（
外

部
製
造
委
託
）と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り

図１　六次産業化の形態（複数回答可）

図２　六次産業化に取り組んだメリット（最大３つまで回答可）

図３　今後の経営展開

農産物加工

農産物直接販売

農家レストラン

所得の向上

農産物の生産拡大

企業的経営の確立（休日の適
正取得、社会保険の整備など）

社員のやりがいが向上

地域からの支援確保
（地域での基盤確立）

後継者の確保

その他

利益減や労働時間増など
デメリットの方が多い

メリットはない

観光農園

農家民宿

その他

0％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

80.6％

74.5％

50.3％

34.5％

28.5％

28.5％

15.2％

6.1％

2.4％

1.2％

68.5％

23.6％

15.8％

3.0％

3.0％

拡大：76.2％

無回答：4.9％

現状維持：17.7％

廃止：1.2％
縮小：0.0％



2012・1 AFCフォーラム　17

ま
す
。

　

消
費
者
の
低
価
格
志
向
を
受
け
て
、

で
き
る
だ
け
安
く
仕
入
れ
よ
う
と
す
る

小
売
業
者
と
の
厳
し
い
価
格
交
渉
の
経

験
か
ら
、価
格
主
導
権
を
握
る
重
要
性

を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
の
強
み
で
あ
る「
目
利
き
」に

よ
り
、品
質
の
よ
い
も
の
だ
け
を
選
び
抜

い
て
加
工
・
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
差

別
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
囲
い
込
み

　

六
次
産
業
化
の
取
り
組
み
の
重
要
項

目
と
し
て
、図
５
の
と
お
り
、「
商
品
の

差
別
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
」や「
原
材
料
、製

品
の
品
質
の
高
さ
」を
挙
げ
た
回
答
者

が
多
数
に
上
っ
て
お
り
、こ
れ
を
裏
付
け

る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
（
２
）加
工
に
強
み

　

二
つ
目
は
農
産
物
加
工
の
品
質
や
製

法
に
こ
だ
わ
り
、品
質
の
高
さ
や
独
自

性
を
強
み
に
差
別
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を

し
て
販
路
を
確
保
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
す
。

　

農
産
物
の
生
産
だ
け
で
は
規
格
外
品

の
活
用
も
で
き
ず
、利
幅
も
少
な
い
た

め
み
ず
か
ら
加
工・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　

原
料
は
自
社
で
も
生
産
し
て
い
ま
す

が
、大
半
は
周
辺
生
産
者
か
ら
買
い
付

け
て
い
る
た
め
、天
候
な
ど
の
影
響
に
よ

り
原
料
の
安
定
買
い
付
け
に
苦
労
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
六
次
産
業
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、当
初
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
や
商
品
を
時
代
に
合
わ
せ
て

変
え
て
い
く
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
（
３
）営
業
・
販
売
・
イ
メ
ー
ジ
戦
略
に

　
　
　

強
み

　

三
つ
目
は
商
品
の
付
加
価
値
を
高
め

る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
よ
り
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。

　

商
品
の
特
色
を
専
業
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
手
掛
け
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
や
通
販
カ
タ

ロ
グ
な
ど
に
よ
り
積
極
的
に
消
費
者
に

発
信
す
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を

し
、付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、高
い
生
産
技
術
と
品
質
管
理

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、単
純
に「
よ
い
も

の
を
つ
く
れ
ば
売
れ
る
」と
は
考
え
て
お

ら
ず
、営
業
・
販
路
拡
大
活
動
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
重
視
し
て
お
り
、

通
信
欄
を
設
け
た
季
刊
誌
や
通
販
カ
タ

ロ
グ
な
ど
の
送
付
に
よ
り
常
に
顧
客
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
図
５
の
と
お
り
、「
商
品
の
差

別
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
」や「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
基
づ
い
た
商
品
開
発
」を
挙
げ

た
回
答
者
が
大
宗
を
占
め
て
お
り
、こ

れ
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、顧
客
を
飽
き
さ
せ
ず
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
に
、農
業
体

験
や
手
づ
く
り
ウ
ィ
ン
ナ
ー
教
室
と
い

っ
た
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

り
、季
節
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
を
変
え
る
な

ど
常
に
新
し
い
企
画
・
ア
イ
デ
ア
を
出

し
続
け
る
努
力
を
し
、集
客
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

六
次
産
業
化
に
取
り
組
む
に
当
た
っ

て
は
生
産
技
術
以
外
の
加
工
や
営
業
・

会
計
な
ど
二
次
、三
次
産
業
の
知
識
・
経

験
を
持
っ
た
人
材
の
確
保
が
課
題
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

一
般
的
な
企
業
は
企
画
部
門
、製
造

部
門
、営
業
部
門
、経
理
部
門
な
ど
数
多

く
の
部
門
に
分
か
れ
て
運
営
さ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
に
専
門
知
識
・
経
験
を

持
っ
た
人
材
を
雇
用
・
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ら
企
業
運
営
に
必
要

な
各
種
知
識
・
経
験
を
持
っ
た
人
材
は

都
市
部
に
偏
っ
て
お
り
、慢
性
的
に
不

足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
団
塊
世
代
の
知
識
な
ど
活
用

　
一
方
、都
市
部
で
は
企
業
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
き
た
八
○
○
万
人
も
の
団
塊

世
代
が
退
職
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

最
近
、に
わ
か
に
注
目
を
あ
び
て
い
る

「
定
年
帰
農
者
」の
よ
う
に
、農
村
に
移

り
住
ん
で
趣
味
的
な
家
庭
菜
園
を
楽
し

む
こ
と
も
、農
村
人
口
が
増
加
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
は
確
か
に
地
域
活
性
化

に
貢
献
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、そ
れ
よ
り
も
今
ま
で
の
仕

事
で
培
っ
て
き
た
営
業
や
会
計
に
関
す

る
知
識
・
経
験
や
組
織
を
管
理
・
運
営
す

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
な
ど
を
生
か
し

て
、農
村
地
域
で
人
材
が
不
足
し
が
ち

な
こ
れ
ら
の
分
野
を
補
完
し
六
次
産
業

化
推
進
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
の
方
が
、

本
当
の
意
味
で
の
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、消
費
圏
の
都
市
部
に
い
な

が
ら
、地
域
農
産
物
の“
営
業
マ
ン
”と

し
て
活
動
す
る
だ
け
で
も
、販
路
開
拓
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
も
で
き

る
は
ず
で
す
。

　

団
塊
世
代
は
経
済
的
に
余
裕
が
あ
り
、

社
会
貢
献
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
る
人

が
多
い
こ
と
か
ら
、た
と
え
ほ
と
ん
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
立
場
で
あ
っ
て
も

地
域
の
た
め
に
喜
ん
で
力
を
貸
し
て
く

れ
る
人
は
多
い
は
ず
で
す
。

　

た
だ
、団
塊
世
代
は
、生
産
以
外
の
知

識
や
経
験
を
持
つ
人
材
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
し
、生
産

者
の
方
も
、こ
の
団
塊
世
代
が
経
営
に

力
を
貸
し
て
く
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。（
図
６
参
照
）

　

こ
う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
は
人

材
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
も
合
理
性

が
あ
り
ま
す
し
、ひ
い
て
は
農
村
地
域
の

振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
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Report on research

ま
す
。現
場
で
の
声
が
大
き
く
な
っ
て
く

れ
ば
、生
産
者
と
団
塊
世
代
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
促
進
す
る
取
り
組
み
も
望
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。　
　
　
　
　
　

 

（
情
報
戦
略
部　

林 

活
歩
）

図４　販売形態（複数回答可）

図6　農業生産者と企業を退職した団塊世代の意識のミスマッチ（イメージ）

図５　六次産業化に取り組むにあたって重要と考えるもの（最大５つまで回答可）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

［
調
査
要
領
］

●
調
査
対
象

　

六
次
産
業
化
に
取
り
組
む
農
業
者
の
う

ち
日
本
公
庫
各
支
店
農
林
水
産
事
業
が

都
道
府
県
ご
と
に
概
ね
五
先
ず
つ
選
定

し
た
融
資
先
等
二
九
七
先（
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
域
は
除
く
）

●
実
施
時
期

　

平
成
二
三
年
七
～
一
〇
月

●
調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
面
談

調
査

●
調
査
先
数

　

郵
送
二
九
七（
回
収
数
一
六
五（
回
答
率

五
五
・
六
％
）、う
ち
野
菜
三
九
、果
樹

二
七
、酪
農
一
八
、養
豚
一
八
、稲
作
一

七
、畑
作
一
〇
、肉
用
牛
九
、採
卵
鶏
八
、

茶
五
、き
の
こ
四
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
四
、花

き
二
、そ
の
他
畜
産
一
、そ
の
他
三
）

　

面
談
二
三

自社店舗での直接販売

商品の差別化・ブランド化

当該事業に必要な人材の確保

原材料、製品の品質の高さ

事業開始・継続にあたっての
円滑な資金調達

マーケティングに基づいた
商品開発

販路拡大に向けた積極的な
営業活動

クレーム対応や情報開示
などによる丁寧な顧客対応

地域との良好な関係

外部専門家や業種を越えた人脈
などを活用した事業計画の策定

新製品、イベントなど、
常に新しい企画の展開

効果的な広報活動

ジャンルにこだわらない幅広い
情報収集

その他

流通業者に販売（スーパー、卸など）
インターネット販売、通信販売、宅配

直売所などによる委託販売
販売会社（別法人）を設立

その他

73.9％
59.4％

58.2％
52.1％

10.9％
4.2％

67.3％

55.8％

54.5％

52.7％

39.4％

33.9％

26.7％

24.8％

17.6％

17.0％

12.1％

9.7％

1.8％

農業生産者 企業を退職した団塊世代

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

農
業
生
産
の
ノ
ウ
ハ
ウ

○加工・販売・営業の経験

○財務・会計・法律などの知識

○組織を管理・運営するマネジメントスキル　など

○農産物の生産技術

○農産物の生産・管理の経験

○地域内の人的繋がり　など

ノウハウ少

ノウハウ多

ノウハウ多

ノウハウ少

経営に力を貸してくれ
る、雇用できると思っ
ていない

経済的に余裕があり、
社会貢献にも興味が
あるが、自分の知識や
経験が農業に役立つ
と思っていない
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吉
永 

真
由
美

西
地
食
品
有
限
会
社 

専
務
取
締
役

徳
島
県
阿
南
市

す
べ
て
ゼ
ロ
か
ら

柑
橘
づ
く
り
と
加
工
事
業
を

築
い
て
い
く
様
子
を

ず
っ
と
見
て
き
た
。

両
親
の
か
た
わ
ら
で
…

さ
ん

実
生
か
ら
育
て
た
両
親
の
ユ
ズ
と
、加
工
事
業
を
受
け

継
い
だ
。自
家
生
産
に
加
え
、地
元
農
家
の
生
産
物
を

積
極
的
に
活
用
し
て
、地
域
農
業
を
支
援
す
る
。そ
こ

に
は
地
域
全
体
で
産
業
を
支
え
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・

ビ
ジ
ネ
ス
の
風
景
が
あ
る
。
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懸
命
に
働
く
両
親
を
見
て

　
「
よ
か
っ
た
ら
一
緒
に
畑
に
行
き
ま
せ
ん
か
」―
―
。

西
地
食
品
に
到
着
す
る
や
否
や
、吉
永
真
由
美
さ

ん（
四
三
）か
ら
誘
わ
れ
た
。霜
が
降
り
な
い
う
ち

に
生
姜
を
収
穫
し
て
お
き
た
い
と
い
う
。さ
っ
そ
く

車
に
同
乗
し
、生
姜
畑
へ
向
か
っ
た
。援
農
隊
と
し

て
募
っ
た
地
元
、新
野
高
校
の
野
球
部
員
四
人
に
掘

取
方
法
を
教
え
、み
ず
か
ら
も
コ
ン
テ
ナ
詰
め
が
始

ま
っ
た
。

　

西
地
食
品
は
ス
ダ
チ
や
ユ
ズ
、ユ
コ
ウ
と
い
っ
た

柑
橘
を
地
元
農
家
や
農
協
か
ら
集
荷
し
、果
汁
な

ど
に
加
工
し
、卸
お
よ
び
小
売
を
し
て
い
る
。自
社

で
も
柑
橘
、筍
、生
姜
を
生
産
し
、柑
橘
の
面
積
は

四
㌶
に
も
な
る
。

　
「
生
姜
は
ね
、展
示
会
場
に
立
ち
寄
っ
た
企
業
の

人
か
ら『
生
姜
は
や
ら
な
い
の
？
』と
い
わ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
つ
く
り
始
め
ま
し
た
。父（
吉
永
新

八
社
長　

七
〇
歳
）に
何
気
な
く
相
談
し
た
ら
、数

日
後
に
は『
生
姜
、植
え
と
い
た
か
ら
』と
言
わ
れ

て
驚
き
ま
し
た
よ
。ま
だ
売
り
先
が
は
っ
き
り
決
ま

っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
に
ね（
笑
）」
―
―
。そ
れ
で

も
真
由
美
さ
ん
や
吉
永
社
長
の
営
業
が
実
り
、生

姜
の
売
り
先
は
決
ま
っ
た
。畑
も
約
一
㌶
ま
で
広
が

り
、耕
作
放
棄
地
解
消
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

　

吉
永
社
長
の
次
女
、真
由
美
さ
ん
が
実
家
の
仕

事
を
始
め
た
の
は
六
年
前
。現
在
は
営
業
、新
商
品

開
発
な
ど
何
で
も
こ
な
す
。展
示
会
に
は
頻
繁
に
出

展
す
る
。「
だ
っ
て
展
示
会
ほ
ど
あ
り
が
た
い
場
所

は
な
い
で
す
。ブ
ー
ス
に
い
れ
ば
来
場
者
が
来
て
く

れ
る
。同
じ
出
展
企
業
の
中
に
も
私
た
ち
の
お
客
さ

ん
に
な
っ
て
く
れ
そ
う
な
企
業
が
い
ま
す
。来
場
者

を
相
手
に
す
る
だ
け
で
な
く
、出
展
企
業
相
手
に

営
業
も
で
き
て
一
石
二
鳥
で
し
ょ
」。

　

同
社
で
は
ユ
ズ
、ス
ダ
チ
を
果
汁
に
す
る
だ
け
で

な
く
、果
皮
を
ス
ラ
イ
ス
や
ペ
ー
ス
ト
に
す
る
な
ど

多
様
な
加
工
品
を
生
み
出
し
て
き
た
が
、真
由
美
さ

ん
が
加
わ
っ
て
ア
イ
テ
ム
が
広
が
っ
た
。「
柚
子
胡

椒
」、「
し
ょ
う
が
し
ろ
っ
ぷ
」な
ど
消
費
者
向
け
の

商
品
も
生
ま
れ
た
。「
柚
子
胡
椒
」は
東
京
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
月
五
〇
個
は
売
れ
る
人
気
商
品

に
仕
上
が
っ
た
。「
営
業
で
は
よ
う
が
ん
ば
っ
と
る
」。

真
由
美
さ
ん
を
見
つ
め
る
吉
永
社
長
の
顔
は
く
し

ゃ
く
し
ゃ
に
ほ
こ
ろ
ぶ
。

　

子
ど
も
の
頃
、会
社
を
継
ぐ
気
は
な
か
っ
た
と
い

う
。大
学
で
は
社
会
福
祉
を
学
び
、障
害
者
専
門
の

保
母
さ
ん
と
し
て
働
い
た
。結
婚
後
は
家
事
、子
育

て
を
し
な
が
ら
、営
業
や
接
客
、介
護
の
仕
事
を
し

た
。「
子
ど
も
の
頃
か
ら
家
の
仕
事
は
時
々
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
が
、仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
小

遣
い
を
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
で
し
た
」。

　

そ
ん
な
真
由
美
さ
ん
が
専
務
と
し
て
働
く
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、離
婚
し
て
み
ず
か
ら
生
計
を
立
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
だ
。だ
が

そ
れ
以
上
に
真
由
美
さ
ん
の
心
に
響
い
た
の
は
両

親
の
存
在
感
だ
っ
た
。「
父
母
が
一
生
懸
命
築
い
て

き
た
会
社
。懸
命
に
働
く
姿
を
見
て
き
ま
し
た
か

ら
」。

　
ゼ
ロ
か
ら
築
い
た
父
を
継
ぐ

　

西
地
食
品
が
あ
る
阿
南
市
新
野
町
は
も
と
も
と

筍
の
特
産
地
。吉
永
社
長
が
就
農
し
た
昭
和
三
〇

P. 19
収穫時期を迎えたユズ畑にて吉永社長と真
由美さん。「けんかもしますが、何でも話し合
える」と真由美さん。ユズの搾りかすは米ぬ
かとともに堆肥化し、再び畑に戻している。
P. 20

（右上）耕作放棄地を借り生姜を生産。
（右下）生姜の保存庫。山を掘って作って
ある。長年使われていなかったが持ち主を
探して借りた。「もし新築すれば何百万の
買い物。すごい得しました」と真由美さん

（左）周りを明るくしてくれる存在感
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年
代
半
ば
か
ら
、温
州
ミ
カ
ン
の
栽
培
が
盛
ん
に
な

っ
た
。だ
が
吉
永
社
長
は
あ
え
て
、祖
先
が
少
し
ず

つ
植
え
て
い
た
ユ
ズ
や
ス
ダ
チ
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

ミ
カ
ン
よ
り
寒
波
に
強
い
こ
と
、海
岸
側
か
ら
魚
を

売
り
に
来
た
行
商
が
、帰
り
に
ユ
ズ
や
ス
ダ
チ
の
絞

り
汁
を
喜
ん
で
買
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
い
た
か

ら
だ
。

　

接
木
で
は
な
く
実
生
で
育
て
る
ユ
ズ
は
実
が
な

る
ま
で
一
八
年
か
か
る
。収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
る

ま
で
は
筍
で
生
計
を
立
て
た
。や
が
て
生
果
と
し
て

市
場
出
荷
を
始
め
た
が
相
場
の
変
動
に
悩
み
、加
工

に
重
点
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

果
汁
は
最
初
は
県
内
、次
に
県
外
に
販
路
を
広

げ
て
い
っ
た
が
、最
初
は
県
外
に
売
ろ
う
に
も
ツ
テ

が
な
い
。大
阪
の
ス
ー
パ
ー
に
入
る
と
ポ
ン
酢
が
目

に
入
っ
た
。「
こ
れ
に
ユ
ズ
を
加
え
た
ら
ど
う
か
」吉

永
社
長
は
ポ
ン
酢
の
ラ
ベ
ル
に
あ
る
会
社
に
連
絡

し
、直
接
訪
ね
た
。相
手
方
の
社
長
は
吉
永
社
長
の

心
意
気
に
惚
れ
、実
際
に
ユ
ズ
が
植
わ
っ
て
い
る
園

地
ま
で
訪
ね
て
来
た
。今
も
大
事
な
取
引
先
だ
。

　

積
極
的
な
営
業
で
果
汁
の
注
文
が
順
調
に
増
え

て
い
っ
た
。や
が
て
自
社
の
原
料
だ
け
で
は
足
り
な

く
な
り
、地
元
の
農
家
や
農
協
か
ら
仕
入
れ
る
よ
う

に
な
り
、加
工
施
設
も
増
設
し
、年
間
安
定
供
給
体

制
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。

　

す
べ
て
ゼ
ロ
か
ら
築
い
て
い
く
様
子
を
真
由
美

さ
ん
は
ず
っ
と
傍
ら
で
見
て
き
た
。一
方
で
吉
永
社

長
の
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
も
気
が
か

り
だ
っ
た
。「
こ
の
ま
ま
誰
も
継
が
な
け
れ
ば
、う
ち

に
ユ
ズ
や
ス
ダ
チ
を
持
っ
て
く
る
農
家
が
困
る
こ

と
に
な
る
。そ
れ
は
だ
め
だ
な
と
い
う
漠
然
と
し
た

思
い
は
あ
り
ま
し
た
」。こ
う
し
て
真
由
美
さ
ん
の

後
継
者
と
し
て
の
一
歩
が
始
ま
っ
た
。

　
農
家
が
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
送
る

　

取
材
中
、ず
っ
と
明
る
さ
を
絶
や
す
こ
と
が
な
い

真
由
美
さ
ん
だ
が
、仕
事
を
始
め
て
間
も
な
い
頃
、

涙
を
流
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。加
工
品
の
出

し
値
が
あ
ま
り
に
も
安
く
、「
こ
ん
な
に
薄
い
利
益

で
は
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
」と
一
大
決
心
を
し
て

取
引
先
の
一
社
に
値
上
げ
の
お
願
い
を
し
た
。す
る

と
即
座
に
取
引
停
止
を
告
げ
ら
れ
た
。「
父
が
何
年

も
か
け
て
築
き
上
げ
た
信
頼
を
一
瞬
の
う
ち
に
ふ

い
に
し
て
し
ま
っ
た
と
思
う
と
涙
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
」。そ
れ
以
来
、取
引
中
断
に
よ
っ
て
失
っ
た
そ

の
企
業
と
の
一
〇
〇
万
円
分
の
商
い
を
取
り
戻
そ

う
と
必
死
に
営
業
を
し
た
。自
分
の
営
業
で
獲
得

し
た
売
上
を
ノ
ー
ト
に
書
き
、一
〇
〇
万
円
か
ら
マ

イ
ナ
ス
し
て
い
っ
た
。い
つ
し
か
、ノ
ー
ト
に
記
し

た
売
上
の
合
計
は
二
〇
〇
万
円
を
超
え
た
。

　

原
料
が
足
ら
ず「
す
べ
て
の
量
を
納
め
ら
れ
な

い
」と
電
話
し
た
取
引
先
か
ら「
そ
ん
な
簡
単
に
こ

と
わ
る
の
か
」と
激
昂
さ
れ
、落
ち
込
ん
だ
こ
と
も

あ
っ
た
。だ
が
今
考
え
る
と
い
い
教
訓
に
な
っ
た
。

二
〇
一
一
年
も
ス
ダ
チ
の
収
穫
量
が
少
な
か
っ
た
。

真
由
美
さ
ん
は
会
う
人
ご
と
に「
ス
ダ
チ
を
探
し
て

い
る
」と
相
談
し
た
と
こ
ろ
高
齢
に
な
っ
て
収
穫
し

き
れ
な
い
農
家
が
い
て
、軽
ト
ラ
ッ
ク
で
集
荷
に
行

っ
た
。「
ス
ダ
チ
を
つ
く
っ
て
い
ま
せ
ん
か
」と
チ
ラ

シ
を
ま
い
た
ら
、反
応
が
あ
っ
た
。「
思
い
は
通
じ
る

と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
」。

　
「
柑
橘
も
生
姜
も
主
役
を
張
る
食
材
で
は
な
い
け

れ
ど
、名
脇
役
っ
て
い
う
の
か
な
。添
え
る
こ
と
で

食
に
ゆ
と
り
や
余
裕
が
生
ま
れ
る
食
材
だ
と
思
う
」

と
話
す
真
由
美
さ
ん
。今
は
新
た
な
伴
侶
を
得
て
、

と
も
に
会
社
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。心
の
支
え
を

得
て「
農
家
が
つ
く
る
柑
橘
を
全
量
買
い
取
っ
て
、

農
家
に
還
元
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。ス
ダ
チ
を

出
荷
し
た
お
年
寄
り
が
、現
金
を
う
れ
し
そ
う
に

受
け
取
っ
て
い
く
様
子
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
の
だ
。

介
護
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、高
齢
者
が

晩
年
を
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
い
か
に
重
要
か
を

感
じ
る
。ユ
ズ
や
ス
ダ
チ
は
地
域
の
農
家
の
暮
ら
し

を
支
え
る
か
け
が
え
の
な
い
食
材
。脇
役
ど
こ
ろ
か
、

主
役
そ
の
も
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
青
山
浩
子
／
文　

河
野
千
年
／
撮
影
）

真由美さんの好きな言葉は「一石二鳥」。旅行に出れば必ず近くの取引先も回
る。主人（昭二さん、右）は「二兎を追う者は一兎をも得ず」が好きなんです（笑）

西地食品有限会社 URL…http://www.nishiji-foods.com/
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畜
産
は
わ
が
国
の
農
業
の
基
幹
部
門
の
一
つ
で

あ
り
、農
業
総
産
出
額
の
約
三
〇
％
を
占
め
て

い
る
。そ
し
て
酪
農
が
そ
の
三
分
の
一
を
担
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、海
外
か
ら
の
輸
入
飼
料
に
依
存
し
て
い
る

わ
が
国
の
畜
産
は
、飼
料
、農
業
用
資
材
お
よ
び
原
油

価
格
の
急
激
な
高
騰
や
高
止
ま
り
に
よ
っ
て
大
き
な

打
撃
を
受
け
、国
産
飼
料
に
立
脚
す
る
畜
産
へ
の
転
換

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
を
契
機
に
、電

力
供
給
計
画
の
見
直
し
が
大
き

な
論
議
と
な
り
、併
せ
て
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
、節
電
や
省
エ

ネ
技
術
に
大
き
な
関
心
が
集
ま

っ
て
い
る
。

　

搾
乳
は
酪
農
家
に
と
っ
て
最

も
大
切
な
作
業
で
、ミ
ル
カ
ー

を
用
い
て
朝
夕
二
回
行
わ
れ
て

い
る
。搾
ら
れ
た
生
乳
は
ミ
ル

ク
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
搬
送
さ
れ
、

水
冷
熱
と
プ
レ
ー
ト
ク
ー
ラ
ー

（
熱
交
換
器
）で
予
備
冷
却
さ
れ

た
後
、バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
で
五
℃

以
下
に
冷
蔵
保
存
さ
れ
て
い
る
。ミ
ル
カ
ー
や
ミ
ル
ク

ラ
イ
ン
、お
よ
び
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
は
、毎
日
洗
浄
す

る
た
め
に
七
〇
℃
以
上
の
温
水
を
用
い
て
い
る
。

　

石
田
三
佳
氏（
農
研
機
構
畜
産
草
地
研
究
所
）ら
に

よ
る
と
、温
水
用
ボ
イ
ラ
ー
に
使
用
さ
れ
る
灯
油
の
量

は
一
〇
〇
頭
規
模
の
酪
農
経
営
で
年
間
お
よ
そ
三
〇

〇
〇
～
四
〇
〇
〇
㍑
、金
額
で
二
五
～
三
〇
万
円
程
度

と
な
る
。

　

近
年
、エ
コ
キ
ュ
ー
ト
と
称
す
る
家
庭
用
給
湯
器
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。媒
体
の
加
熱
・
冷
却
と
い
っ
た
熱

移
動
を
行
う
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と
い
う
技
術
を
用
い
て

温
水
を
生
成
す
る
た
め
、灯
油
が
不
要
で
、二
酸
化
炭

素
の
排
出
が
削
減
さ
れ
る
な
ど
、経
済
的
で
環
境
に
優

し
い
省
エ
ネ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

石
田
氏
は
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、酪
農
に
お
い
て
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
用
い
て
製
造
し
た
氷
の
冷
熱
と
プ

レ
ー
ト
ク
ー
ラ
ー
で
生
乳
を
冷
却
し
、バ
ル
ク
ク
ー
ラ

ー
で
冷
蔵
保
存
す
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
氷
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
、そ
の
有
効
性
を
現

地
試
験
で
実
証
し
た
。

　

す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
る
技
術

と
の
大
き
な
違
い
は
、製
氷
と
温

水
生
成
が
同
時
に
適
当
な
時
間
帯

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。つ
ま

り
、搾
乳
時
に
氷
冷
熱
で
生
乳
を

一
気
に
一
〇
℃
以
下
に
冷
却
し
、ミ

ル
カ
ー
や
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
洗

浄
に
必
要
な
八
五
℃
の
高
温
水
の

生
成
が
同
時
に
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
現
地

試
験
の
結
果
よ
る
と
、ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ
る
電
気
消

費
量
が
増
加
す
る
が
、年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が

約
五
〇
％
削
減
さ
れ
る
。し
か
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

お
よ
び
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
約
四
〇
％
削
減
さ

れ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
は
搾
乳
頭
数
一
〇
〇
頭
規

模
の
酪
農
経
営
へ
の
導
入
が
可
能
で
あ
り
、畜
産
業
の

持
続
的
な
発
展
を
可
能
に
す
る
低
コ
ス
ト
・
省
エ
ネ
技

術
と
し
て
、そ
の
普
及
を
期
待
し
た
い
。　
　
　
　

酪農に朗報の新技術
日本政策金融公庫

テクニカルアドバイザー

加茂 幹男

氷蓄熱を利用した生乳の冷却システム(畜草研 石田提供）

Profile

かも  みきお
1950年、北海道生まれ。岩手大学農業機械学科卒
業後、農林省東北農業試験場入省。農林水産技術
会議事務局、（独）農研機構近畿中国四国農業研究
センター四国農業研究監、（独）農研機構畜産草地
研究所草地研究監などを経て、2010年から日本政策
金融公庫に勤務。専門は畜産草地で、主な研究対象
は、飼料の収穫・調製・給与など。

給油

冷却
ミルク

熱

灯油ボイラー

プレート
クーラー

バルククーラー
生乳冷蔵５℃以下

貯湯タンク
温水生成8５℃

ヒートポンプ
氷蓄熱ユニット

洗
浄

ラ
イ
ン
洗
浄



2012・1 AFCフォーラム　23

　
農
産
物
流
通
で
主
導
権

　
「
農
産
物
流
通
の
面
で
産
地
が
主
導

権
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。そ
の
点

で
、産
地
直
送
や
農
産
物
直
売
所
ビ
ジ

ネ
ス
は
、生
産
農
家
が
消
費
者
の
顔
を

見
な
が
ら
、商
売
人
の
意
識
で
み
ず
か

ら
売
り
、利
益
を
得
る
の
で
、間
違
い
な

く
経
営
自
立
を
実
感
し
ま
し
た
」。

　

こ
う
語
る
の
は
、長
崎
県
南
島
原
市

の
農
事
組
合
法
人
な
が
さ
き
南
部
生
産

組
合
の
近
藤
一
海
代
表
理
事
だ
。近
藤

さ
ん
は
、有
機
栽
培
や
無
・
減
農
薬
栽
培

に
よ
る
農
産
物
の
産
地
直
送
を
武
器
に

契
約
販
売
や
直
売
所
を
手
掛
け
、地
域

農
業
を
先
導
す
る
文
字
通
り
の
リ
ー
ダ

ー
だ
。環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、農
家
の

経
営
自
立
を
目
指
し
て
き
た
近
藤
さ
ん

は
、環
境
保
全
型
農
業
や
産
地
直
送
の

先
駆
的
な
存
在
だ
。

　

現
在
、な
が
さ
き
南
部
生
産
組
合
は
、

島
原
半
島
を
中
心
と
し
て
、組
合
員
が
一

二
七
人（
二
〇
一
〇
年
度
末
、以
下
同
）、

登
録
ほ
場
数
一
〇
九
六
筆
、ほ
場
面
積

約
二
一
三
㌶
、そ
し
て
売
上
高
は
約
一

八
・
三
億
円
に
上
る
。今
で
こ
そ
、地
域

の
支
持
を
獲
得
し
た
が
、こ
こ
に
至
る
ま

で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
、と
い
う
。

　

な
が
さ
き
南
部
生
産
組
合
の
前
身
で

あ
る
生
産
販
売
を
す
る
南
部
蔬そ

菜
生
産

組
合
と
技
術
研
究
を
す
る
南
高
果
樹
研

究
会
を
発
足
し
た
一
九
七
五
年
は
、近
藤

さ
ん
が
ま
だ
二
三
歳
の
と
き
だ
っ
た
。

　

農
薬
や
化
学
肥
料
な
ど
を
大
量
使
用

す
る
近
代
化
農
業
の
弊
害
が
社
会
問
題

化
し
、安
全
な
食
料
の
確
保
が
社
会
に

意
識
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
ヒ
ン
ト
と
な

り
、有
機
栽
培
に
着
目
し
た
。

　
当
初
は
五
人
で
悪
戦
苦
闘

　

ま
た
、生
産
者
で
あ
る
農
家
に
、農
産

物
の
販
売
価
格
に
関
す
る
決
定
権
や
交

渉
権
が
直
接
的
に
な
い
と
い
う
流
通
シ

ス
テ
ム
に
当
時
は
疑
問
を
感
じ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。「
売
価
の
見
通
し
が
立
た
な

け
れ
ば
、中
長
期
的
な
生
産
計
画
や
確

度
の
高
い
収
益
計
画
を
策
定
し
づ
ら
く

な
る
。そ
れ
が
農
家
の
自
立
経
営
や
経

営
発
展
を
妨
げ
て
い
る
と
感
じ
た
」と

近
藤
さ
ん
は
語
る
。

　

発
足
当
時
は
、環
境
保
全
型
農
業
と

い
う
言
葉
も
な
く
、有
機
栽
培
の
具
体

的
な
手
法
も
定
か
で
な
か
っ
た
た
め
、理

解
を
示
し
て
参
画
し
て
く
れ
た
の
は
わ

ず
か
に
五
人
だ
っ
た
。

　

加
え
て
、産
地
直
送
も
課
題
だ
っ
た
。

農
協
共
販
の
よ
う
な
一
括
し
て
集
荷
・

販
売
す
る
流
通
シ
ス
テ
ム
を
介
さ
ず
、

直
接
、生
協
や
量
販
店
な
ど
に
卸
す
と

い
う
産
地
直
送
は
、そ
の
先
進
性
ゆ
え

に
、賛
同
者
や
地
元
の
支
持
を
得
る
に

地域農業をリードする近藤一海代表理事

経営紹介

長崎県南島原市

　　設立●1991年
　資本金●1億2500万円
代表理事●近藤  一海
事業内容●農産物・加工物の生産販売など

農事組合法人  ながさき南部生産組合

産地直送の先駆的存在
直売所ビジネスで成功
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経営紹介

は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。

　

特
に
営
農
に
必
要
な
種
苗
や
肥
料
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
と
い
っ
た
資
材
の
確
保
は

悪
戦
苦
闘
の
連
続
だ
っ
た
と
い
う
。た
と

え
ば
、種
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
北
海
道
の
南
富

良
野
か
ら
入
手
し
た
り
、回
収
業
者
か

ら
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
入
手
し
た
り
し
た
。

　

し
か
し
種
苗
、肥
料
、資
材
な
ど
の
独

自
購
入
ル
ー
ト
は
値
段
交
渉
の
余
地
が

大
き
く
、結
果
と
し
て
市
場
価
格
よ
り

安
く
手
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

組
合
員
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
を
も
た
ら

し
た
、と
い
う
。

　
営
業
展
開
に
理
解
者
も

　

ま
た
、契
約
販
売
先
の
拡
大
に
つ
い
て

も
言
い
知
れ
な
い
苦
労
が
あ
っ
た
。地
下

足
袋
を
革
靴
に
履
き
替
え
て
、必
死
で

安
全
・
安
心
を
売
り
に
歩
き
回
っ
た
。あ

る
ス
ー
パ
ー
の
部
長
か
ら
は
、ボ
ロ
の
靴

で
営
業
に
ま
わ
る
近
藤
さ
ん
の
熱
意
に

心
を
打
た
れ
、思
わ
ず
契
約
し
た
、と
後

日
談
を
聞
か
さ
れ
、苦
労
が
報
わ
れ
た

と
思
っ
た
、と
い
う
。

　

こ
う
し
た
数
多
く
の
困
難
を
乗
り
越

え
つ
つ
、中
間
マ
ー
ジ
ン
や
生
産
コ
ス
ト

の
削
減
を
図
り
、経
営
の
足
腰
を
固
め

た
。そ
し
て
、一
九
八
五
年
に
南
部
蔬
菜

生
産
組
合
な
ど
前
身
の
二
団
体
を
合
併

し
て
、新
た
に
任
意
団
体
で
あ
る
な
が

さ
き
南
部
生
産
組
合
を
発
足
さ
せ
た
。

そ
の
後
、八
八
年
に
は
産
地
直
送
を
本

格
的
な
事
業
と
し
て
開
始
す
る
た
め
、

組
合
は
事
務
所
や
産
直
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
た
。

　

事
業
が
軌
道
に
乗
り
始
め
る
中
で
、

契
約
先
か
ら
の
出
荷
量
増
加
や
多
様
な

農
産
物
の
出
荷
要
望
へ
の
対
応
が
、次
の

課
題
と
な
っ
た
。販
売
先
の
増
加
や
要

望
に
応
じ
て
、組
合
員
の
増
加
が
急
務

に
な
っ
た
。

　

有
機
農
業
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
始

め
た
こ
と
に
後
押
し
さ
れ
、口
コ
ミ
で
知

り
合
い
が
知
り
合
い
を
呼
ん
だ
こ
と
や

地
道
な
草
の
根
運
動
が
功
を
奏
し
た
結

果
、組
合
員
の
増
加
に
成
功
し
た
。ま
た
、

収
益
構
造
の
転
換
に
よ
っ
て
、経
営
の
打

開
を
図
り
た
い
農
家
か
ら
の
支
持
も
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

八
五
年
に
二
〇
人
だ
っ
た
組
合
員
は
、

結
果
と
し
て
、九
五
年
に
は
一
二
三
人
ま

で
増
加
し
、大
き
く
成
長
し
た
。

　
「
販
売
先
あ
っ
て
の
生
産
。そ
れ
に
見

合
っ
た
生
産
量
と
組
合
員
数
が
大
事
で

す
」と
い
う
。

　

出
荷
時
に
損
失
が
で
な
い
よ
う
、販

売
が
確
保
で
き
た
分
だ
け
、組
合
員
を

増
加
さ
せ
た
と
い
う
か
ら
な
か
な
か
堅

実
な
経
営
手
法
だ
。

　

九
一
年
に
は
、な
が
さ
き
南
部
生
産
組

合
を
法
人
化
。そ
し
て
九
二
年
に
は
新

し
い
事
務
所
や
産
直
セ
ン
タ
ー
、九
六

年
に
は
、国
見
事
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

徐
々
に
経
営
の
規
模
を
拡
大
さ
せ
た
。

　
「
大
地
の
め
ぐ
み
」が
大
当
た
り

　
「
産
地
が
主
導
権
を
も
つ
た
め
に
は
常

に
改
革
し
、他
者
に
先
ん
じ
て
行
動
す

る
こ
と
が
大
事
」と
い
う
の
が
持
論
の
近

藤
さ
ん
は
、二
〇
〇
五
年
に
直
売
所
で

あ
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
大
地

の
め
ぐ
み
」の
経
営
に
踏
み
出
し
た
。

　

契
約
販
売
は
品
種
、資
材
、生
産
時
期

な
ど
、生
産
制
約
が
強
い
の
に
対
し
、直

売
所
は
農
家
の
自
由
裁
量
の
余
地
が
大

き
い
の
が
特
徴
だ
。規
格
外
の
農
産
物

出
荷
や
少
量
生
産
も
可
能
と
な
り
、契

約
販
売
と
直
売
所
と
の
両
立
で
農
家
の

所
得
増
を
見
込
め
る
と
考
え
、新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
出
を
目
指
し
た
。

　

た
と
え
ば
、従
来
は
お
金
に
な
ら
な

い
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
わ
き
芽
が
人
気
商

品
と
な
っ
た
り
、一
定
ロ
ッ
ト
の
確
保
が

必
要
と
な
る
イ
チ
ゴ
が
一
パ
ッ
ク
か
ら

販
売
で
き
た
り
と
、採
算
に
乗
る
農
産

物
の
幅
が
飛
躍
的
に
広
が
っ
た
。

　

も
と
も
と
島
原
半
島
は
、雲
仙
岳
を

中
心
に
起
伏
に
と
ん
だ
丘
陵
地
で
あ
り
、

一
枚
一
枚
が
狭
い
段
々
畑
が
多
い
こ
と

が
特
徴
だ
。機
械
化
、大
規
模
化
し
に
く

い
と
い
う
不
利
な
条
件
を
逆
手
に
と
り
、

畑
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
た
少
量
多
品
目

生
産
に
農
家
は
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
、

効
率
的
な
畑
地
利
用
に
一
役
買
っ
た
。

　

農
産
物
の
売
価
を
農
家
自
身
が
設
定

し
、み
ず
か
ら
が
直
接
消
費
者
に
売
る

と
い
う
直
売
所
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、農

家
の
意
識
を
変
え
た
。ど
う
し
た
ら
売

れ
る
か
農
家
が
み
ず
か
ら
考
え
、工
夫

を
こ
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。た
と
え
ば
、

商
品
の
中
身
が
見
え
る
包
装
方
法
や
デ

ザ
イ
ン
な
ど
、消
費
者
へ
の
見
せ
方
ま
で
、

こ
だ
わ
る
農
家
が
出
て
き
た
。

　

工
夫
を
す
る
農
家
ほ
ど
売
れ
行
き
が

好
調
で
、今
で
は
、直
売
所
で
二
〇
〇
〇

万
円
、契
約
販
売
で
二
〇
〇
〇
万
円
を

超
え
る
農
家
も
出
て
き
た
そ
う
だ
。

　
次
は
加
工
品
事
業
へ
の
進
出

　

直
売
所「
大
地
の
め
ぐ
み
」の
成
功
を

生
か
し
、生
協
な
ど
の
ス
ー
パ
ー
に
直
売

所
を
設
け
る
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
二
〇
〇

六
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、現
在
は
一
二
店

舗
を
構
え
て
い
る
。

　

次
は
ど
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
の

か
。近
藤
さ
ん
は「
次
の
目
標
は
、加
工

品
事
業
の
展
開
や
直
営
農
場
の
設
立
だ
。

組
合
員
が
儲
け
て
、組
合
も
儲
け
る
仕

組
み
が
大
切
だ
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

経
営
改
革
に
日
々
取
り
組
む
な
が
さ

き
南
部
生
産
組
合
は
、閉
塞
状
況
に
陥

り
か
ね
な
い
日
本
農
業
の
文
字
通
り
先

進
モ
デ
ル
と
な
り
そ
う
だ
。　
　
　

 

（
情
報
戦
略
部　

飯
田  

晋
平
）

農事組合法人 ながさき南部生産組合 URL…http://tentoumusi.net/index.php
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提
供
に
よ
る
支
援
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、県
か
ら
の
業
務
委
託
に
よ
り
㈳
宮
崎
県
農
業
法

人
経
営
者
協
会（
新
福
秀
秋
会
長
）と
人
材
派
遣
会
社
で
あ
る

㈱
パ
ソ
ナ
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、一
つ
目
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、宮
崎
県
と

東
北
地
方
に
特
有
の
気
候
や
特
産
品
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
生
か
し
た
新
事
業
の
展
開
を
通
じ
て
、震
災
か
ら
の
復
興
の

み
な
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化
や
農
業
の
成
長
産
業

化
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
す
。

　

連
携
構
築
に
向
け
た
最
初
の
打
診
は
、復
興
へ
の
道
筋
さ
え

ま
ま
な
ら
な
い
七
月
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、被
災
地
域
の
農
業

法
人
の
担
当
者
は
被
災
し
た
農
業
法
人
の
消
息
や
被
害
状
況

の
把
握
に
追
わ
れ
、宮
崎
県
か
ら
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
余
裕

は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
で
、頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
は
、一
年
前
の
宮
崎
県
で

起
き
た
口
蹄
疫
に
か
か
る
殺
処
分
、消
毒
作
業
な
ど
に
追
わ
れ
、

全
国
か
ら
提
案
さ
れ
る
支
援
策
一
つ
一
つ
に
耳
を
傾
け
る
余
裕

が
な
か
っ
た
時
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

宮
崎
県
は
過
去
の
災
害
時
に
、全
国
、と
り
わ
け
東
北
地

方
か
ら
受
け
た
数
多
く
の
支
援
を
踏
ま
え
、今
度
は

恩
返
し
の
形
で『
み
や
ざ
き
感
謝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』と
名
付
け

て
、東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、そ
の
過
程
で
感
じ
た
農
業
法
人
同
士
、さ
ら
に
は

農
業
法
人
と
自
治
体
行
政
間
の
地
域
連
携
の
重
要
性
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宮
崎
県
の
災
害
は
、ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、昨
年
度
の

場
合
、集
中
的
に
口
蹄
疫
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、新
燃
岳
噴
火

な
ど
の
災
害
を
被
り
ま
し
た
。当
時
、そ
の
宮
崎
県
に
、東
北

地
方
を
含
む
全
国
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
て
、少
し
で
も
恩
返
し
が
し
た
い
、と
い
う
県

民
の
熱
い
思
い
が
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称
に
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

支
援
の
た
め
の
地
域
連
携
の
取
り
組
み
は
、二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
が
、宮
崎
県
と
東
北
三
県（
岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県
）

の
農
業
法
人
組
織
と
の
連
携
構
築
、も
う
一
つ
は
、宮
崎
県
の

農
業
法
人
組
織
と
人
材
派
遣
会
社
が
連
携
し
た
就
業
機
会
の

宮
崎
県 

地
域
農
業
推
進
課

（
三
四
歳
）

井
野 

寿
俊

●
い
の 

ひ
さ
と
し
●

一
九
七
七
年
宮
崎
県
生
ま
れ
。二
〇
〇
〇
年
に
宮

崎
県
へ
入
庁
し
、農
産
園
芸
課
野
菜
係
と
し
て

県
内
の
野
菜
生
産
の
振
興
に
関
す
る
業
務
を
担

当
。そ
の
後
、宮
崎
県
東
臼
杵
農
林
振
興
局
、宮

崎
県
総
合
農
業
試
験
場
野
菜
部
に
て
勤
務
。

〇
九
年
に
株
式
会
社
髙
島
屋（
東
京
）で
流
通
業

界
に
お
け
る
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
法

に
つ
い
て
研
修
。一
〇
年
か
ら
現
職
。
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こ
の
よ
う
な
境
遇
を
経
験
し
、今
、再
生
・
復
興
へ
向
け
て

歩
み
始
め
た
宮
崎
県
の
農
業
法
人
は
、全
国
の
ど
の
地
域
よ
り

も
震
災
の
痛
み
に
共
感
で
き
、互
い
に
寄
り
添
え
る
何
か
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
直
し
た
の
で
す
。

こ
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
は
顔
を
合
わ
せ
て
直
に
話

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、法
人
協
会
の
担
当
者

と
共
に
、岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県
の
法
人
協
会
を
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
、「
支
援
」と
い
っ
た
、上
か
ら
目
線
の
よ
う
な

立
場
で
は
な
く
、共
に
再
生
・
復
興
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
し

ま
せ
ん
か
と
い
っ
た
形
で
臨
み
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
東
北
三
県
の
法
人
協
会
と
わ
れ
わ
れ
の
四
者
に

よ
る
連
携
協
定
の
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　

締
結
前
夜
の
話
し
合
い
で
は
、東
北
の
酪
農
家
か
ら
、「
原
発

の
影
響
で
牛
乳
を
廃
棄
す
る
だ
け
で
も
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た

の
に
、口
蹄
疫
の
殺
処
分
で
は
み
ず
か
ら
の
手
で
大
切
に
育
て

て
き
た
命
を
終
わ
ら
せ
る
な
ん
て
想
像
も
で
き
な
い
。そ
こ
か

ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
姿
に
勇
気
を
も
ら
っ
た
」と
涙
な
が

ら
に
話
す
姿
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、就
業
機
会
の
提
供
支
援
に
つ
い
て
も
、「
春
が
く
る
ま

で
の
間
、宮
崎
で
農
業
を
し
ま
せ
ん
か
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
、来
る
べ
き
被
災
地
域
で
の
本
格
的
な
復
興
に

備
え
た
期
間
限
定
の
雇
用
支
援
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
打
ち

出
し
、現
在
一
〇
名
を
超
え
る
方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、人
材
派
遣
会
社
が
雇
用
し
農
業
法
人
へ

人
材
を
派
遣
す
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、農
業
法
人
側
で
被
災

者
の
住
居
か
ら
家
電
製
品
ま
で
手
配
し
、期
間
限
定
で
あ
っ
て

も
宮
崎
で
の
新
生
活
が
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
よ
う
温
か
い
対

応
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
業
法
人
同
士
、あ
る
い
は
行
政
と
農
業
法
人
と
の
緊
密
な

連
携
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
施
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

震
災
を
機
に
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら
し
の
あ
り
方

を
見
つ
め
直
す
機
運
が
生
ま
れ
て
い
る
今
、理
念
や
思
い
を
共

有
す
る
地
域
連
携
は
、こ
れ
か
ら
の
日
本
の
農
業
に
必
要
な
形

で
は
な
い
か
と
私
自
身
、感
じ
て
い
ま
す
。

　

東
北
の
農
業
法
人
と
の
連
携
活
動
は
、ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
が
、今
で
は
相
互
の
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
が
行

わ
れ
る
な
ど
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
法
人
同
士
の
絆
と
い
う
名
の
種
か
ら
復
興
と
い
う
名

の
大
輪
の
花
が
開
く
よ
う
、今
後
も
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

災
害
の
痛
み
共
有
し
生
ま
れ
た
絆
を
復
興
へ

地
域
連
携
こ
そ
、こ
れ
か
ら
の
農
業
に
は
必
要
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北
海
道
・
十
勝
で
育
っ
た
国
産
小
麦
を

食
材
に
し
て
、地
産
地
消
の
パ
ン
づ
く
り

に
こ
だ
わ
る
の
が
、株
式
会
社
満
寿
屋
商

店
社
長
の
杉
山
雅
則
さ
ん
だ
。三
六
歳
の

若
さ
な
が
ら
、親
か
ら
国
産
食
材
活
用
の

志
を
引
き
継
ぎ「
麦む

ぎ
音お

と
」店
な
ど
六
店
舗
全

部
で
二
〇
一
二
年
か
ら
一
〇
〇
％
十
勝
産

小
麦
の
パ
ン
づ
く
り
に
挑
む
。ま
た
新
興

ア
ジ
ア
で
ベ
ー
カ
リ
ー
を
展
開
し
た
い
と

い
う
夢
も
持
っ
て
い
る
。

　
麦
音
の
名
は
振
動
音
に
ヒ
ン
ト

―
―
二
〇
〇
九
年
に
帯
広
に
開
店
し
た
六

店
舗
目
の
ベ
ー
カ
リ
ー
「
麦
音
」が
人
気
で

す
ね
。店
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
面
白
い
で
す
。

麦
に
は
音
が
あ
る
の
で
す
か
。

杉
山　
音
は
振
動
で
伝
わ
り
ま
す
。小
麦

を
粉
に
し
て
か
ら
パ
ン
を
つ
く
る
ま
で
の

工
程
で
の
振
動
に
よ
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
音

が
出
る
の
で
す
。そ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

麦
音
と
い
う
名
前
に
し
ま
し
た
。

―
―
麦
音
店
は
市
街
地
の
一
角
に
あ
り
な

が
ら
、小
麦
畑
、そ
れ
に
風
車
、産
直
野
菜

市
場
も
あ
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね
。

杉
山　
地
元
十
勝
で
と
れ
る
小
麦
を
主
原

料
に
お
い
し
い
パ
ン
を
つ
く
り
、お
客
さ
ん

の
笑
顔
で
満
ち
溢
れ
る
ベ
ー
カ
リ
ー
を
通

じ
て
十
勝
と
い
う
地
域
を
元
気
に
し
た
い
、

と
い
う
の
が
原
点
で
す
。

　

そ
の
構
想
を
も
と
に
自
然
の
風
景
を
生

か
し
た
店
舗
の
建
設
を
計
画
し
た
ら
、夢

が
膨
ら
み
、二
四
〇
〇
坪
の
広
大
な
店
に
な

っ
た
の
で
す
。日
本
国
内
で
も
、こ
ん
な
広

大
な
ベ
ー
カ
リ
ー
は
な
い
で
し
ょ
う
。

―
―
ベ
ー
カ
リ
ー
と
し
て
は
確
か
に
す
ご

い
広
さ
で
す
。ご
自
身
の
保
有
地
？

杉
山　
隣
接
す
る
日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会

社
か
ら
お
借
り
し
た
も
の
で
す
。隣
に
は

国
産
ビ
ー
ト
に
ま
つ
わ
る
歴
史
資
料
な
ど

を
展
示
し
た
ビ
ー
ト
資
料
館
が
あ
り
、私

た
ち
の
十
勝
産
の
小
麦
と
リ
ン
ク
さ
せ
、国

産
農
産
物
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
所
に

な
り
ま
し
た
。

―
―
地
域
に
根
ざ
し
た
ベ
ー
カ
リ
ー
の
こ

だ
わ
り
は
、国
産
の
小
麦
を
活
用
し
、生
産

農
家
も
応
援
す
る
と
い
う
こ
と
？

杉
山　
生
産
農
家
支
援
だ
け
で
な
く
、消

費
者
の
お
客
さ
ん
と
と
も
に
地
元
食
材
を

楽
し
く
味
わ
お
う
と
い
う
こ
と
で
す
。「
地

産
地
消
」以
外
に「
食
育
」「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ・

エ
コ
」も
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
ま
す
。こ

の
三
つ
が
、私
た
ち
の
ベ
ー
カ
リ
ー
の
特
色

で
す
。

　
全
店
で
一
〇
〇
％
国
産
小
麦
へ

―
―
も
う
少
し
具
体
的
に
言
う
と
？

杉
山　
北
海
道
は
農
産
物
の
大
生
産
地
で
、

自
給
率
は
二
〇
〇
％
以
上
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。で
も
、農
産
物
の
大
半
を
北
海

道
の
外
で
の
消
費
に
委
ね
る
た
め
、移
送
し

て
し
ま
い
、地
元
消
費
は
一
握
り
で
す
。

　

そ
こ
で
、私
た
ち
は
、地
元
で
生
産
し
た

お
い
し
い
食
材
を
地
元
で
思
い
っ
き
り
消

費
す
る
地
産
地
消
を
定
着
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、北
海
道
産
小
麦
一
〇
〇
％
の

パ
ン
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。パ

ン
に
使
う
バ
タ
ー
も
当
然
、北
海
道
産
、正

確
に
は
十
勝
産
で
す
。

―
―
農
林
水
産
省
か
ら「
地
産
地
消
の
仕

事
人
」に
選
ば
れ
た
と
か
。

杉
山　
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

た
よ
う
で
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

地
元
産
の
食
材
を
使
っ
て
地
元
消
費
に

つ
な
げ
る
、と
い
う
地
産
地
消
の
活
動
以
外

に
も
麦
音
店
で
は
消
費
者
と
と
も
に
取
り

十
勝
産
小
麦
パ
ン
に
こ
だ
わ
り

地
産
地
消
・
食
育
の
ベ
ー
カ
リ
ー

杉
山 

雅
則
さ
ん
北
海
道

株
式
会
社
満
寿
屋
商
店

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り
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連載 変革は人にあり

組
む
食
育
と
し
て
畑
で
と
れ
た
小
麦
を
、

ま
ず
風
車
に
よ
る
石
う
す
動
力
で
製
粉
し
、

パ
ン
づ
く
り
に
つ
な
げ
、カ
フ
ェ
で
食
味
し

て
も
ら
う
ま
で
の
体
験
学
習
や
、小
麦
畑

で
の
農
業
体
験
の
ほ
か
、ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・

エ
コ
と
し
て
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
石
が
ま
燃

料
で
の
ピ
ザ
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

―
―
現
実
問
題
と
し
て
、杉
山
さ
ん
が
店

舗
展
開
さ
れ
る
六
つ
の
ベ
ー
カ
リ
ー
の
原

料
使
用
量
は
多
く
、す
べ
て
の
店
で
北
海

道
産
小
麦
一
〇
〇
％
は
難
し
い
の
で
は
？

杉
山　
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
す
。小
さ

な
店
な
ら
ば
小
麦
使
用
量
が
限
ら
れ
て
お

り
北
海
道
産
一
〇
〇
％
も
可
能
で
し
ょ
う

が
、私
た
ち
の
場
合
、か
な
り
の
量
を
安
定

的
に
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。だ
か

ら
、現
在
は
外
国
産
が
二
〇
％
、残
り
八
〇

％
が
国
産
、と
り
わ
け
北
海
道
産
で
す
。

　

し
か
し
私
た
ち
は
国
産
へ
の
こ
だ
わ
り

を
公
約
し
て
お
り
、麦
音
店
を
含
め
六
店

舗
全
部
で
一
二
年
か
ら
北
海
道
産
小
麦
一

〇
〇
％
使
用
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。一
一

年
の
秋
ま
き
小
麦
の
生
産
量
が
十
分
に
収

穫
で
き
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。全

店
で
の
実
施
は
一
二
年
末
ぐ
ら
い
に
な
り

ま
す
。

　
北
海
道
産
で
は
な
く
十
勝
産

―
―
十
勝
地
方
の
人
は
、十
勝
と
い
う
生

産
地
に
誇
り
が
あ
る
の
か
、北
海
道
産
と

は
言
わ
ず
に
十
勝
産
と
い
う
と
か
。

杉
山　
そ
の
と
お
り
で
す
。だ
か
ら
、私
た

ち
の
麦
音
で
使
う
国
産
小
麦
も
北
海
道
内

の
他
の
地
域
の
小
麦
で
は
な
く
て
、あ
く
ま

で
も
地
元
の
十
勝
産
の
小
麦
一
〇
〇
％
で

い
き
た
い
の
で
す
。

―
―
パ
ン
用
小
麦
の
国
内
自
給
率
は
わ
ず

か
一
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
状
況
下

で
、十
勝
産
一
〇
〇
％
は
可
能
で
す
か
？

杉
山　
何
と
か
が
ん
ば
り
ま
す
。外
国
産

小
麦
の
中
で
も
カ
ナ
ダ
産
が
パ
ン
用
に
向

い
て
い
て
、品
質
も
安
定
し
量
も
確
保
で
き

る
の
に
対
し
、パ
ン
用
の
国
産
小
麦
は
収
量

が
少
な
く
品
質
も
安
定
し
て
お
ら
ず
、十

分
に
選
べ
な
い
欠
点
が
あ
り
ま
す
。生
産
コ

ス
ト
高
な
の
で
、生
産
農
家
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
少
な
い
の
が
悩
み
で
す
。

　

で
も
、私
た
ち
が
地
産
地
消
の
考
え
方

を
貫
き
、生
産
者
を
応
援
す
れ
ば
、変
わ
っ

て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
の
父
親
が
そ

の
取
り
組
み
で
先
鞭
を
つ
け
た
の
で
す
。

―
―
と
言
い
ま
す
と
？

杉
山　
父
親
は
一
九
九
二
年
に
が
ん
で
亡

く
な
り
ま
し
た
が
、国
産
小
麦
を
使
っ
た
パ

ン
づ
く
り
に
強
い
執
念
が
あ
り
、一
九
八
五

年
ご
ろ
か
ら
先
駆
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、九

〇
年
に
商
品
化
へ
成
功
し
た
の
で
す
。

　

母
親
も
父
親
の
死
後
、志
を
引
き
継
ぎ
、

現
在
の
国
産
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
た
。私
も
継
承
し
て
い
ま

す
が
、八
〇
年
代
終
わ
り
当
時
は
、パ
ン
用

の
国
産
小
麦
生
産
環
境
が
今
と
違
っ
て
厳

し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
父
親
が
パ
ン
用
小
麦
で
先
駆
者

―
―
う
ど
ん
な
ど
麺
類
用
小
麦
に
比
べ
パ

ン
用
小
麦
の
需
要
が
多
く
な
か
っ
た
の
で

品
種
の
開
発
や
改
良
が
遅
れ
、生
産
農
家

も
意
欲
的
で
な
か
っ
た
と
か
。

杉
山　
そ
う
で
す
。一
九
八
五
年
ご
ろ
、外

国
産
小
麦
に
残
留
農
薬
騒
ぎ
が
起
き
て
消

費
者
の
間
で
国
産
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
を

求
め
る
動
き
が
出
て
、国
産
の
品
種
開
発

が
や
っ
と
進
ん
だ
の
で
す
。

ベーカリー麦音店で経営を語る杉山社長

Profile

す
ぎ
や
ま　

ま
さ
の
り

一
九
七
六
年
北
海
道
生
ま
れ
、三
六
歳
。帯
広
柏
葉
高
校

卒
業
、鹿
児
島
県
の
第
一
工
業
大
学
に
入
学
。ア
ル
バ
イ

ト
経
験
を
踏
ま
え
て
実
家
の
製
パ
ン
の
仕
事
に
誇
り
を

感
じ
、米
国
で
製
パ
ン
技
術
習
得
の
た
め
製
パ
ン
科
学
研

究
所
な
ど
で
研
修
。帰
国
後
、日
本
製
粉
で
二
年
間
、開

発
に
か
か
わ
っ
た
あ
と
二
〇
〇
二
年
に
株
式
会
社
満
寿

屋
商
店
に
入
り
東
京
営
業
所
長
な
ど
を
経
て
〇
四
年
専

務
、〇
七
年
代
表
取
締
役
社
長
。

Data株
式
会
社
満
寿
屋
商
店

本
社
は
北
海
道
帯
広
市
。杉
山
雅
則
代
表
取
締
役
社
長
。資

本
金
一
〇
〇
〇
万
円
。一
九
五
〇
年
創
業
、五
三
年
に
法
人

化
。九
二
年
に
杉
山
健
治
社
長
が
死
去
し
輝
子
氏
が
後
任

社
長
。二
〇
〇
七
年
に
輝
子
氏
が
会
長
、雅
則
氏
が
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
。風
車
の
あ
る
ベ
ー
カ
リ
ー
に
小
麦
畑
、

産
直
野
菜
市
場
併
設
の
麦
音
店
は
有
名
。正
社
員
と
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
含
め
一
六
八
人
。店
舗
は
六
店
。年
商
八
億
円
。
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連載 変革は人にあり
　

当
時
は
、行
政
の
試
験
場
、小
麦
の
国
産

化
に
熱
心
だ
っ
た
北
海
道
江
別
市
の
江
別

製
粉
、そ
し
て
、う
ち
の
父
親
の
よ
う
な
こ

だ
わ
り
の
製
パ
ン
企
業
が
文
字
ど
お
り
孤

独
な
闘
い
を
続
け
て
踏
ん
張
っ
た
の
で
、道

筋
が
つ
い
た
の
で
す
。

―
―
小
麦
の
品
種
開
発
に
は
一
〇
年
か
か

る
と
い
う
の
は
本
当
で
す
か
。

杉
山　
パ
ン
用
の
国
産
小
麦
は
、三
〇
年

前
に
品
種
開
発
が
始
ま
り
、第
一
世
代
が

今
や
絶
滅
品
種
の「
は
る
ゆ
た
か
」、そ
の

一
〇
年
後
に「
キ
タ
ノ
カ
オ
リ
」、「
春
よ
恋
」、

そ
し
て
現
在
の
第
三
世
代「
ゆ
め
ち
か
ら
」、

「
は
る
き
ら
り
」と
続
い
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
用
小
麦
に
必
要
な
強
力
粉
と
い
う

点
で
は
現
在
の「
ゆ
め
ち
か
ら
」は
超
強
力

粉
で
、強
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、現

時
点
で
は
私
た
ち
は「
キ
タ
ノ
カ
オ
リ
」を

メ
ー
ン
に
使
っ
て
い
ま
す
が
、さ
ら
な
る
品

種
開
発
を
望
み
ま
す
。

―
―
国
内
生
産
農
家
は
外
国
産
の
コ
ス
ト

安
に
は
太
刀
打
ち
で
き
ず
、国
か
ら
の
補

助
金
に
頼
る
の
が
現
実
で
す
。環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）協
定
で
安

い
外
国
産
が
流
入
す
れ
ば
大
変
で
す
ね
。

杉
山　
仮
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
現
実
化
し
関
税
ゼ

ロ
で
輸
入
さ
れ
る
と
し
て
も
一
〇
年
後
で

し
ょ
う
。で
も
、北
海
道
農
業
に
は
大
打
撃

で
す
。政
治
が
ど
う
対
応
す
る
か
で
す
。

―
―
高
校
卒
業
後
、鹿
児
島
県
の
大
学
に

進
学
し
た
こ
ろ
は
実
家
の
製
パ
ン
業
を
継

ぐ
考
え
は
ま
だ
な
か
っ
た
？

杉
山　
父
親
が
亡
く
な
っ
た
時
は
一
六
歳

で
、長
男
だ
っ
た
の
で
す
が
、家
業
を
継
ぐ

考
え
は
な
く
、航
空
宇
宙
の
分
野
に
関
心

が
あ
り
、そ
の
学
科
が
あ
っ
た
鹿
児
島
の
大

学
に
入
っ
た
の
で
す
。

　

た
だ
、飲
食
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
際
、

パ
ン
づ
く
り
で「
う
ち
の
あ
ん
パ
ン
の
方
が

は
る
か
に
う
ま
い
。あ
ん
の
小
豆
も
十
勝
産

の
方
が
抜
群
だ
」と
実
感
し
、パ
ン
生
地
に

も
こ
だ
わ
っ
て
原
料
小
麦
に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
米
国
で
パ
ン
づ
く
り
技
術
学
ぶ

―
―
そ
こ
で
米
国
に
行
き
、製
パ
ン
学
校

に
短
期
入
学
し
技
術
の
習
得
に
？

杉
山　
人
生
経
験
も
浅
か
っ
た
の
で
、海

外
か
ら
日
本
を
見
て
み
よ
う
と
米
国
を
選

び
ま
し
た
。パ
ン
に
興
味
を
持
ち
始
め
て
い

た
の
で
、そ
れ
な
ら
と
米
国
で
製
パ
ン
科
学

研
究
所
、そ
し
て
製
パ
ン
工
場
で
半
年
間

ず
つ
勉
強
し
た
の
で
す
。

　

製
パ
ン
工
場
で
は
南
米
か
ら
来
て
い
た

人
た
ち
に
は
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。技
術

を
学
ん
で
、帰
国
後
に
パ
ン
屋
を
開
業
し
よ

う
と
い
う
上
昇
志
向
が
強
く
、そ
の
ハ
ン
グ

リ
ー
精
神
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
帰
国
後
は
、実
家
に
戻
っ
て
経
営
に
？

杉
山　
パ
ン
づ
く
り
と
関
係
が
深
い
製
粉

会
社
に
二
年
間
勤
め
て
、コ
ン
ビ
ニ
向
け
の

食
品
開
発
の
現
場
で
需
要
の
掘
り
起
こ
し

の
た
め
に
何
が
ポ
イ
ン
ト
か
勉
強
し
ま
し

た
。そ
の
あ
と
、欧
州
の
パ
ン
づ
く
り
の
現

場
な
ど
も
見
て
歩
い
た
あ
と
、実
家
の
経

営
に
携
わ
り
、二
〇
〇
七
年
に
母
親
か
ら

経
営
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　
三
年
後
日
本
一
目
指
し
た
い

―
―
三
一
歳
で
社
長
に
な
る
と
い
う
の
は

度
胸
が
い
る
の
で
は
？

杉
山　
勉
強
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
が
、地
産
地
消
や
食
育
、そ
し

て
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
エ
コ
の
ベ
ー
カ
リ
ー
と

い
っ
た
三
つ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
軸
に

し
て
、地
域
や
お
客
さ
ん
と
と
も
に
歩
む
ベ

ー
カ
リ
ー
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

す
で
に
申
し
上
げ
た
と
お
り
一
二
年
に

全
店
舗
で
、十
勝
産
小
麦
一
〇
〇
％
の
パ
ン

づ
く
り
を
必
ず
実
現
し
て
い
き
た
い
の
と
、

一
五
年
に
リ
テ
ー
ル
ベ
ー
カ
リ
ー
の
単
独

店
の
売
上
高
日
本
一
実
現
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
少
子
高
齢
化
と
い
う
現
実
が
あ
り
、

競
争
が
激
化
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

杉
山　
そ
れ
は
ど
の
企
業
も
抱
え
る
課
題

で
す
。し
か
し
、地
域
で
存
在
感
の
あ
る
、

ま
た「
食
の
思
い
出
づ
く
り
」と
い
っ
た
形

で
地
産
地
消
の
食
材
を
お
い
し
く
、食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
場
に
し
て
い
け
ば
、十
分
に

や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
産
の
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
、製
パ
ン
大
手

の
敷
島
製
パ
ン
の
社
長
さ
ん
が
私
た
ち
の

店
に
来
て
く
だ
さ
り
、地
産
地
消
の
現
場

を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。以
前
と
違
っ
て
風
向

き
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
好
き
中
国
に
進
出
も

―
―
市
場
開
拓
と
い
う
点
で
新
興
ア
ジ
ア

市
場
に
日
本
の
味
を
売
り
込
む
こ
と
も
？

杉
山　
そ
れ
は
考
え
て
い
ま
す
。原
料
の

小
麦
を
ど
う
す
る
か
な
ど
課
題
は
多
い
で

す
が
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
あ
り
得
ま
す
。

中
国
や
台
湾
、韓
国
の
人
た
ち
は
北
海
道

の
風
土
や
景
観
が
好
き
で
旅
行
を
通
じ
て
、

よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、北
海
道
の
価
値
を

高
め
る
た
め
に
も
進
出
を
考
え
た
い
で
す
。

―
―
中
堅
幹
部
を
含
め
て
人
材
確
保
も
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

杉
山　
そ
れ
は
必
須
で
す
。で
も
、い
い
人

材
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。実
は
い
い

話
が
あ
る
の
で
す
。麦
音
店
の
敷
地
内
に

あ
る
小
麦
畑
で
草
刈
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ワ
ー
ク
を
進
め
て
い
た
高
校
生
二
人

が
わ
が
社
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
入
社
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、私
は
新
人
研
修
で「
十
勝
学
」

を
科
目
に
入
れ
た
の
で
す
。十
勝
地
方
と
い

う
地
域
に
関
す
る
す
べ
て
を
学
ぶ
の
で
す
。

私
た
ち
の
会
社
が
地
域
と
の
共
生
や
地
産

地
消
と
言
っ
て
も
、ま
ず
は
地
域
を
深
く

知
る
こ
と
が
大
事
で
す
か
ら
ね
。　
　

 

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

牧
野 

義
司
）
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書評

　

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）問
題
で
は
煮
え

切
ら
な
い
態
度
を
続
け
て
い
た
野
田
首
相
が
、つ
い
に「
交

渉
参
加
に
向
け
、関
係
国
と
の
協
議
に
入
る
」方
針
を
表
明

し
た
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
一
日
。こ
の
日
は「
一
」並
び
の

縁
起
日
で
、ま
さ
か
首
相
も
験
担
ぎ
し
た
の
で
も
な
い
だ

ろ
う
が
、賛
成
・
反
対
に
二
分
し
た
国
論
は
ひ
と
ま
ず
決

着
す
る
。

　

こ
の
決
断
が
国
民
に
幸
福
を
も
た
ら
す
か
、国
を
滅
ぼ

す
か
。と
り
わ
け
反
対
の
農
業
団
体
は「
農
業
の
壊
滅
」

と
ま
で
の
激
し
い
論
調
で
あ
っ
た
。入
り
口
に
立
っ
た
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
は
二
〇
一
二
年
に
正
念
場
を
迎
え
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
議
論
を
加
熱
さ
せ
て
い
た
渦
中
に
、こ
の
本
が

出
版
さ
れ
た
。表
題
に「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
負
け
な
い
日
本
農
業
」

と
い
う
副
題
を
付
け
、村
田
泰
夫
さ
ん
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
の
進
む
中
で
、国
際
化
に
対
応
し
た
日
本
農
業
の
あ
り

青
木 

宏
高

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
良
い
食
材
を
伝
え
る
会
」理
事
）

方
に
つ
い
て
考
え
、将
来
を
見
据
え
た
具
体
的
な
提
言
を

し
て
い
る
。

　

そ
の
提
起
が
表
題
に
あ
る「
攻
め
の
保
護
農
政
」で
あ

る
。攻
め
と
保
護
と
は
、一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
の
だ
が
、つ
ま
り
は
保
護
に
よ
っ
て
農
業
を
安
定
化

さ
せ
、そ
の
上
で
国
際
的
競
争
力
を
つ
け
て
国
際
化
に
対

処
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。農
業
の
保
護
政
策
は
、欧

米
先
進
国
で
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
書
で
村
田
さ
ん
は
、農
業
、農
村
を
こ
ん
な
ふ
う
に

語
っ
て
い
る
。「
未
来
の
夢
を
語
っ
て
み
よ
う
」と
前
置
き

し
、日
本
の
農
村
に
は
耕
作
放
棄
地
な
ど
一
坪
も
な
く
、

棚
田
を
含
む
水
田
の
す
べ
て
に
稲
が
植
え
ら
れ
、田
ん
ぼ

に
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
棲
み
、秋
に
は
赤

と
ん
ぼ
が
空
を
飛
ぶ
。ど
こ
の
集
落
に
も
、農
業
で
生
計

を
た
て
て
い
る
農
家
が
い
て
、夏
の
お
盆
に
は
先
祖
を
敬

い
、秋
祭
り
に
は
収
穫
に
感
謝
し
、正
月
に
は
豊
作
を
祈

る
祭
礼
が
と
り
行
わ
れ
て
き
た
。こ
の
よ
う
な
風
景
は
、

限
界
集
落
化
に
よ
っ
て
何
年
も
前
に
消
滅
し
た
。だ
か
ら

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
か
し
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、今
こ

そ
日
本
農
業
を
再
生
し
、地
域
社
会
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、と
。

　

本
書
に
は
農
村
を
覆
う
閉
塞
感
を
払
拭
す
る
答
え
、

そ
し
て
保
護
政
策
で
あ
っ
て
も
、攻
め
る
と
い
う
理
由
が

説
か
れ
て
い
る
。

　

農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
農
業
、農
村
の
現
場
を

長
く
見
つ
め
て
き
た
か
ら
こ
そ
、農
業
を
こ
ん
な
に
も
分

か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
く
。こ
れ
は
専
門
家
、ま
し
て
や

農
業
関
係
者
だ
け
で
な
く
、農
業
と
は
無
縁
の
一
般
読
者

に
ぜ
ひ
と
も
す
す
め
た
い
一
冊
で
あ
る
。　
　
　
　

  

『
攻
め
の
保
護
農
政

―
直
接
支
払
で「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
負
け
な
い
日
本
農
業
」』

日
本
農
業
が「
一
読
明
快
」

村
田 
泰
夫
著

書
評

TPP亡国論 中野 剛志/著 集英社 798円

日本の魚は大丈夫か　漁業は三陸から生まれ変わる  勝川 俊雄/著 ＮＨＫ出版 777円

日本農業の真実 生源寺 眞一/著 筑摩書房 756円

よくわかる 加工特産品のつくり方、売り方 鳥巣 研二/著 出版文化社 2,000円

TPP参加という決断 渡邊 頼純/編著 ウェッジ 1,000円

これでわかるTPP問題一問一答―日本を崩壊させる58の危険 小倉 正行合、同出版編集部/編 合同出版 1,470円

「安全な食べもの」ってなんだろう？　放射線と食品のリスクを考える 畝山 智香子/著 日本評論社 1,680円

実録！「米作」農業入門 岩佐 十良/著 講談社 1,680円

農業と経済2012.1臨時増刊号 放射性物質と食品・健康リスク  昭和堂 1,700円

日本人が知っておきたい森林の新常識 田中 淳夫 /著 洋泉社 1,680円

タイトル 著 者 出版社 定 価
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

（農林統計協会・1575円 税込）

読まれてます 三省堂書店農水省売店（平成23年1１月１日〜平成23年11月３０日・価格は税込）
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そ
し
て
、取
り
組
み
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は「
ビ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
」、「
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
」、「
人
材
養
成
」、「
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」、「
施
設
整
備
」を
一
体
的
か
つ
継
続
的

に
実
践
し
た
こ
と
で
あ
る
。一
九
八
五
年
の
国
勢
調
査
は
、

地
域
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。人
口
減
少
率
が
県

内
で
最
も
高
い
自
治
体
に
な
っ
た
の
だ
。し
か
し
、こ
れ

が
若
者
の
ふ
る
さ
と
愛
に
火
を
付
け
、ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
、い
ず
れ
町
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
」

と
い
う
危
機
感
か
ら
若
者
た
ち
が
、「
自
分
の
地
域
は
、自

分
た
ち
で
考
え
よ
う
」、「
町
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す

る
よ
う
な
変
革
が
必
要
だ
」な
ど
と
地
域
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
る
心
持
ち
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、そ
の
想
い
は
具
体
的
な
行
動
と
な
っ
た
。「
こ

れ
か
ら
の
高
柳
の
生
き
筋
は
交
流
だ
！
」と
若
者
グ
ル
ー

プ
が
先
導
す
る
形
で
、地
域
の
外
に
向
け
て
物
産
展
や
交

流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
ア
ピ
ー
ル
活
動（
モ
ノ
・
コ
ト
に
よ
る

先
行
交
流
）が
始
ま
っ
た
。

　

行
政
も
こ
の
動
き
に
呼
応
し
、住
民
参
加
を
推
し
進

め
、住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
交
流
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
「
住
民
の
力
を
借
り
ろ
」と
一
喝

　

当
時
、総
務
課
の
企
画
担
当
で
あ
っ
た
私
は
、二
カ
年

間
の
住
民
と
連
携
し
た
物
産
展
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
ベ

ー
ス
に
、一
九
八
七
年
度
に
活
性
化
ソ
フ
ト
事
業「
心
を

結
ぶ
深
雪
の
里
づ
く
り
事
業
」の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い

た
。こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
的
は
、ふ
る
さ
と
全
体
を
地
域

資
源
と
捉
え
、交
流
に
よ
り
ふ
る
さ
と
の
価
値
を
育
み
つ

つ
、住
民
が
は
つ
ら
つ
と
し
て
誇
り
あ
る
地
域
を
創
造
す

る
と
い
う
も
の
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て「
一
．魅
力
あ
る
地
域
人
づ
く

り
」、「
二
．誇
れ
る
里
づ
く
り
」、「
三
．誇
れ
る
モ
ノ
づ
く

り
」、「
四
．交
流
に
よ
る
開
か
れ
た
地
域
づ
く
り
」な
ど
を

掲
げ
て
い
た
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
、地
域
活
性
化
計
画
の
策
定
を
親
交

の
あ
っ
た
元
島
根
大
学
名
誉
教
授
の
安
達
生
恒（
故
人
）

さ
ん
に
お
願
い
す
る
と
、見
事
に
一
喝
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
交
流
観
光
」で
住
民
と
行
政
が
協
働

　
　
　
人
口
減
少
の
危
機
感
が
出
発
点
に

新
潟
県
柏
崎
市

荻
ノ
島
ふ
る
さ
と
村
組
合 

組
合
長

連
載
　
地
域
再
生
へ
の
助
走

　
「
じ
ょ
ん
の
び
」精
神
目
指
す

　

柏
崎
市
高
柳
町
は
、新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、日
本
海

の
海
岸
線
か
ら
山
側
に
二
五
㌔
メ
ー
ト
ル
、北
陸
自
動
車

道
柏
崎
Ｉ
Ｃ
か
ら
三
〇
分
、関
越
自
動
車
道
塩
沢
Ｉ
Ｃ
か

ら
五
〇
分
の
位
置
に
あ
る
人
口
約
一
八
〇
〇
人
の
純
農

山
村
で
あ
る
。地
域
は
、里
山
の
原
風
景
を
色
濃
く
残
し
、

住
民
の
純
朴
な
温
か
さ
や
優
し
さ
と
相
俟
っ
て
、ふ
る
さ

と
ら
し
い
空
気
感
の
良
さ
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

お
国
言
葉
の「
じ
ょ
ん
の
び（
語
源
：
寿
命
延
び
）」は
、

ま
さ
に
こ
の「
情
」の
風
情
を
表
し
、の
ん
び
り
、ゆ
っ
た

り
し
て
身
体
の
芯
か
ら
心
地
良
い
様
を
い
う
。良
い
働
き

の
後
に
授
か
る
充
実
感
や
幸
福
感
な
の
で
あ
る
。

　

地
域
づ
く
り
の
特
色
は
、厳
し
い
自
然
と
折
り
合
い
な

が
ら
、ひ
た
向
き
な
営
み
を
連
綿
と
繋
い
で
き
た
地
域
の

風
情
や
住
民
の
生
き
方
・
暮
ら
し
方
な
ど
に
着
目
し
、農

山
村
の
新
た
な
可
能
性
を
目
指
し
て「
交
流
観
光（
ゆ
る

や
か
な
観
光
）」と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
住
民
と
行
政
が

協
働
し
粘
り
強
く
挑
戦
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ち

づ
く

り
　むらづくり　まちづくり　

む
ら

づ
く

りドットコム
.com

ま
ちづくり　むらづくり

春
日 

俊
雄
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先
生
曰
く
、「
高
柳
の
現
状
は
、行
政
が
多
少
頑
張
っ
た

ぐ
ら
い
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。住
民
の
力
を
借
り
な

け
れ
ば
活
性
化
は
無
理
。さ
ら
に
、他
人（
行
政
）の
創
っ

た
計
画
に
誰
が
一
生
懸
命
に
な
る
か
！
住
民
み
ず
か
ら

が
計
画
を
つ
く
っ
て
こ
そ
意
欲
と
充
実
感
が
出
て
く
る

と
い
う
も
の
だ
」と
。

　

そ
し
て
、町
始
ま
っ
て
以
来
の「
白
紙
で
ビ
ジ
ョ
ン
づ

く
り
を
住
民
に
お
願
い
す
る
こ
と
」と
な
っ
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
担
っ
た
高
柳
町
ふ
る
さ
と

開
発
協
議
会
は
、町
長（
永
井
勇
雄
氏
）の「
金
は
出
す
が
、

口
は
出
さ
な
い
」と
の
方
針
の
も
と
、八
八
年
度
か
ら
二

年
間
、約
四
〇
名
の
住
民
と
役
場
若
手
職
員
一
〇
名
が
安

達
教
授
ほ
か
七
名
の
助
言
者
の
協
力
を
得
て
取
り
組
ん

だ
。延
べ
二
二
〇
回
も
の
検
討
会
や
視
察
、懇
談
会
を
経

て「
住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し
」の
町
づ
く
り
を
ま
と
め

た
の
で
あ
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
は
住
民
主
体
に

　

特
に
、委
員
と
な
っ
た
若
者
が
助
言
者
の
サ
ポ
ー
ト
を

得
て
、全
国
の
先
進
地（
約
三
〇
市
町
村
）を
自
分
の
目

で
観
た
こ
と
や
み
ず
か
ら
各
集
落
に
出
向
い
て
懇
談
会
、

町
民
車
座
集
会
な
ど
を
開
催
し
て
、主
体
的
に
民
意
を
把

握
し
な
が
ら
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り
ま
と
め
て
行
っ
た
こ
と

は
画
期
的
で
あ
っ
た
。

　

顧
み
る
と
、ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
成
功
に
導
く
に
は
次

の
よ
う
な
幾
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

①
委
員
が
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
た
り
、周
り
の
人
と

意
見
交
換
を
し
つ
つ
、自
分
が
先
頭
に
な
っ
て
や
り
た
い

こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
折
り
込
む
こ
と

　

②
住
民
、行
政
、各
種
団
体
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分

担
を
意
識
し
つ
つ
、よ
り
大
勢
の
関
係
者
を
巻
き
込
む
こ

と
　

③
地
域
で
経
験
の
な
い
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
に
対
す
る
住
民
理
解
、コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る

に
は
、推
進
者
の
一
生
懸
命
さ
や
誠
実
さ
、情
熱
が
大
切

な
こ
と

　

ま
た
、結
果
的
に
、ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
は
委
員
の「
視
野

を
広
げ
る
」、「
考
え
を
深
め
る
」、「
連
携
を
強
め
る
」、「
意

見
の
表
明
が
力
強
く
な
る
」、「
情
報
を
収
集
す
る
力
が

増
す
」な
ど
、人
材
養
成
に
も
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
は
議

論
の
余
地
が
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、一
九
八
九
年
に
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
練

り
上
げ
た「
住
ん
で
よ
し
、訪
れ
て
よ
し
の
高
柳
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
提
言
さ
れ
た
内
容
は
九
〇
年
度
か
ら
順
次
、町

の
総
合
計
画
、過
疎
地
域
活
性
化
計
画
な
ど
に
位
置
付

け
ら
れ
、着
実
に
取
り
組
ま
れ
て
い
っ
た
。こ
れ
以
後
、町

の
長
期
計
画
に
お
け
る
地
域
活
性
化
事
業
は
、顔（
実
施

者
）の
見
え
る
計
画
が
基
本
と
な
っ
た
。

　

以
下
で
は
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
主
な
活
動
を
紹
介

し
た
い
。

　
公
設
民
営
の
宿
泊
施
設
が
人
気

　
（
一
）農
村
滞
在
型
観
光
の
推
進

●
交
流
・
観
光
コ
ア
施
設「
じ
ょ
ん
の
び
村
」

　
一
九
九
一
年
度
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、町
経
済
の

活
性
化
を
目
指
し
て
ふ
る
さ
と
の
雰
囲
気
が
色
濃
く
残

っ
て
い
る
エ
リ
ア
に
、宿
泊
・
日
帰
り
温
泉
施
設
、特
産

品
加
工
施
設
、貸
別
荘
等
を
整
備
。町
や
住
民
が
出
資
・

設
立
を
し
た
㈱
じ
ょ
ん
の
び
村
協
会
が
指
定
管
理
者
と

し
て
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。ス
タ
ッ
フ
は
、現
在
一
七
名
。

profile
春日 俊雄　かすが  としお 荻ノ島ふるさと村組合

　1951年生まれ。新潟県柏崎
市高柳町（旧刈羽郡高柳町）出
身。74年より行政マンとして大
阪府松原市役所、新潟県刈羽
郡高柳町役場、柏崎市役所に
勤務。82年頃から地域づくり
に興味を持ち、88年から本格
的に地域づくりに取り組む。住
民と行政による協働活動や住
民の生き方、働き方、小さなブ
ランドづくりによる農山村滞
在型交流観光プロジェクトで
地域活性化や自信と誇りの再
生に取り組む。

　1993年に念願の荻ノ島かや
ぶきの宿「荻の家・島の家」が公
設で整備され、これを管理運営
するために地区住民が出資して
設立した組織。日本の原風景と
して大変貴重な茅葺環状生活
集落の一角に宿があり、ふるさ
との心地良さを満喫してもらう
とともに、婦人部が地元で採れ
た旬の山野菜や塩蔵で滋味の
増した地料理を囲炉裏端で提
供して好評をいただいている。
ご飯は、しっとりとして甘みが
強く大人気。

荻ノ島かやぶきの里で、都市住民と一緒に秋祭りを楽しむ
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い
る
。

　
地
元
食
材
を
積
極
活
用

　
（
二
）地
産
地
消
の
推
進

　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
も
比
較
的
長
く
、一
九
八
八
年

度
か
ら
町
と
Ｊ
Ａ
高
柳（
現
在
は
Ｊ
Ａ
柏
崎
高
柳
支
店
）、

高
柳
商
工
会
、農
業
生
産
者
な
ど
が
協
働
し
て
、素
材
の

良
さ
を
活
か
し
た
商
品
開
発
を
重
ね
て
き
た
。素
材
力
の

Ｐ
Ｒ
と
し
て
行
っ
た
ふ
る
さ
と
便
、特
産
菓
子
の
販
促
、

ブ
ラ
ン
ド
米
、生
切
り
餅
、健
康
茶
、漬
物
、そ
ば
、雑
穀
類
、

じ
ょ
ん
の
び
野
菜
な
ど
で
あ
る
。年
間
販
売
額
は
概
ね
一

億
円
程
度
と
見
込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、九
〇
年
度
か
ら
生
産
農
家
と
Ｊ
Ａ
高
柳
、学
校

が
連
携
し
、「
米
・
野
菜
・
伝
統
食
」に
よ
る
豊
か
な
食
育

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、九
二
年
度
に
は
学
校
給
食

の
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、行
政
側
か
ら
持
ち
掛
け
た
事
業
は
、金
の

切
れ
目
が
事
業
の
取
り
止
め
に
繋
が
る
。し
か
し
、自
分

が
や
り
た
い
事
業
は
、困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
も
粘
り

強
く
打
開
策
を
模
索
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
例

が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

地
域
の
住
民
が
一
つ
の
キ
ッ
カ
ケ
か
ら
主
体
的
な「
実

践
ス
イ
ッ
チ
」が
入
る
こ
と
を
何
度
も
体
験
し
た
。い
っ

た
ん
こ
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ば
、脳
の
回
路
が
形
成
さ
れ

て
、主
体
的
、か
つ
持
続
的
に
知
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大

い
に
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
過
疎
地
域
に

あ
っ
て
は
、極
め
て
有
用
な
手
段
で
あ
り
、地
域
住
民
に

「
実
践
ス
イ
ッ
チ
」を
自
ら
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、こ

の「
場
づ
く
り
」と「
機
会
づ
く
り
」を
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

二
五
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
じ
ょ
ん
の
び
高
柳
づ
く
り

は
、「
自
分
た
ち
の
生
き
方
、暮
ら
し
方
」を
再
認
識
さ
せ
、

小
さ
な
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
と
と
も
に
地
域
の
自
信
と
誇

り
を
再
生
し
た
。そ
し
て
、地
域
内
外
か
ら
沢
山
の
共
感

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。さ
ら
に
、新
た
な
風
が
起

こ
り
つ
つ
あ
る
。じ
ょ
ん
の
び
の
風
土
を
生
か
し
て
、自

分
の
生
き
方
と
働
き
方
を
一
致
さ
せ
、小
さ
な
ブ
ラ
ン
ド

に
し
て
生
業
を
営
む
人
々
が
着
実
に
増
え
て
き
て
い
る
。

　
い
よ
い
よ「
情
の
地
域
」の
時
代

　

具
体
的
に
は
、Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
方
々
が
移
住
後
に
起

業
し
た
国
産
小
麦
・
地
元
野
菜
使
用
の
パ
ン
屋
、地
域
食

材
を
楽
し
く
ア
レ
ン
ジ
し
た
農
村
食
堂
、柏
崎
産
の
メ
ギ

ス
の
出
汁
に
こ
だ
わ
っ
た
ラ
ー
メ
ン
屋
、、越
後
上
布
の

か
ら
む
し（
青
麻
）ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　
一
方
で
、地
元
住
民
も
奮
起
し
、地
元
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
の
弁
当
屋
や
、荒
廃
農
地

を
再
生
し
地
蕎
麦
を
復
活
さ
せ
た
蕎
麦
屋
な
ど
が
、県
内

外
か
ら
注
目
さ
れ
、相
乗
的
に
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。地

域
の
食
へ
の
理
解
が
深
ま
れ
ば
、自
然
と
消
費
も
地
域
の

も
の
を
優
先
し
て
い
く
土
壌
が
育
っ
て
く
る
、そ
ん
な
思

い
を
強
く
し
て
い
る
。

　

農
山
村
は
、住
民
の
知
恵
と
共
同
体
の
結
束
力
で
長
い

歳
月
を
か
け
自
然
と
折
り
合
い
な
が
ら
生
産
と
暮
ら
し

の
環
境
を
築
い
て
き
た
。そ
し
て
、そ
の
過
程
の
な
か
で

生
き
る
た
め
の
豊
か
な
知
恵
と
文
化
が
蓄
積
さ
れ
て
き

た
の
だ
。人
と
自
然
、人
と
人
の
関
わ
り
の
密
度
が
極
め

て
高
い
地
域
と
い
え
る
。

　

じ
ょ
ん
の
び
は
、「
情
の
地
域
」そ
の
も
の
。自
分
た
ち

の
知
ら
な
い
価
値
が
ま
だ
ま
だ
無
数
に
あ
り
、い
よ
い
よ

「
情
の
地
域
」の
時
代
が
来
た
と
感
じ
て
い
る
。　
　

  

地
元
の
住
民
や
Ｉ
タ
ー
ン
者
で
あ
る
が
、経
営
ス
タ
ッ
フ
、

フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
も
観
光
業
が
始
め
て
で
あ
り
、正
に

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　

町
長（
樋
口
昭
一
郎
氏
）が
社
長
と
し
て
み
ず
か
ら
先

頭
に
立
っ
て
渾
身
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
る
と
と
も
に
、接
客

や
先
進
施
設
な
ど
の
研
修
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、

歴
代
の
社
長
、従
業
員
の
努
力
に
よ
り
今
日
に
至
っ
て
い

る
。ま
た
、じ
ょ
ん
の
び
村
に
よ
る
地
域
へ
の
波
及
効
果

は
、年
間
約
五
億
円
程
度
と
見
込
ま
れ
る
。温
泉
の
楽
寿

の
湯
は
、村
人
も
一
緒
に
入
る
出
会
い
の
湯
で
語
ら
い
が

癒
し
て
く
れ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
度
の
入
込
客
数
は
約
一
五
万
人
、売
上
高

二
万
七
五
〇
〇
万
円
、当
期
利
益
一
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

●
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設「
か
や
ぶ
き
の
里
」づ
く
り

　

都
市
住
民
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、集
落
の
活
性
化

を
目
指
し
て
、公
設
民
営
の
か
や
ぶ
き
の
宿（
門
出
か
や

ぶ
き
の
里
、荻
ノ
島
か
や
ぶ
き
の
里
）を
整
備
し
、そ
れ
ぞ

れ
集
落
住
民
が
出
資
し
て
、門
出
ふ
る
さ
と
村
組
合
、荻

ノ
島
ふ
る
さ
と
村
組
合
を
創
設
し
運
営
し
て
い
る
。村
人

と
山
野
菜
料
理
が
魅
力
。両
施
設
と
も
リ
ピ
ー
タ
率
が
約

七
割
と
非
常
に
高
い
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、地
域
の
合
意
形
成
の
段
階
で
、

首
長
選
挙
の
争
点
に
な
っ
た
り
、サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
地

区
に
お
い
て
集
落
を
二
分
す
る
よ
う
な
話
し
合
い
を
経

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。高
柳
の
人
ら
し
い
、真
剣
に
心
配
し

て
く
れ
た
姿
が
そ
こ
あ
っ
た
。そ
し
て
結
果
と
し
て
、こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
高
柳
人
の
底
力
を
引
き
出
し
て
、今

日
ま
で
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

二
つ
の
宿
の
一
〇
年
度
入
込
客
数
は
約
二
四
○
○
人
、

売
上
高
一
六
〇
〇
万
円
、当
期
利
益
二
〇
万
円
と
な
っ
て
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日
本
公
庫
新
潟
支
店
農
林
水
産
事
業

は
、一
〇
月
二
〇
日
に
新
潟
県
内
で
農
業

者
へ
の
支
援
、サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
む
農

業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て「
平
成

二
三
年
度
第
一
回
新
潟
県
農
業
経
営
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
会
」を
開
催
し
、一
五

名
の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部

日
暮
賢
司
氏
よ
り
、『
農
業
経
営
の
特
殊

性
と
会
計
・
金
融
機
関
職
員
に
求
め
ら

れ
る
役
割
』と
題
し
て
、自
然
条
件
に
左

右
さ
れ
る
農
業
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
、

経
営
ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に

つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。（
新
潟
支
店
）

　
一
一
月
三
〇
日
か
ら
一
二
月
二
日
ま
で

の
三
日
間
、幕
張
メ
ッ
セ
に
お
い
て「
ア

グ
ロ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
二
〇
一
一
」（
主

催
：
㈳
日
本
能
率
協
会
、特
別
協
賛
：
日

本
公
庫
他
）が
開
催
さ
れ
、最
新
の
園
芸

用
生
産
技
術
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
中
、

延
べ
約
二
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
、会

場
内
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、来
場

さ
れ
た
農
業
経
営
者
な
ど
を
対
象
に
、

最
近
の
農
業
金
融
情
勢
の
ほ
か
、六
次

産
業
化
へ
の
日
本
公
庫
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。（
営
業
推
進
部
）

　

日
本
公
庫
長
崎
支
店
農
林
水
産
事
業

は
、一
一
月
一
○
日
に
お
客
様
の
研
さ
ん

と
相
互
交
流
を
目
的
と
し
て「
フ
ー
ド

ネ
ッ
ト
IN
長
崎
」を
開
催
し
、県
内
の
農

業
者
や
漁
業
者
、食
品
企
業
関
係
者
等

一
四
五
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
販
売
戦
略
」を
テ
ー
マ
に
、株
式
会

社
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
常
務
取
締
役
の

新
良
稔
氏
よ
り
同
社
の
食
の
価
値
観
を

支
え
る
デ
ザ
イ
ン
、素
材
な
ど
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
く
と
と
も
に
、農
事
組

合
法
人
な
が
さ
き
南
部
生
産
組
合
代
表

理
事
の
近
藤
一
海
氏
よ
り
同
組
合
の
概

要
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た

長
崎
県
農
林
部
・
水
産
部
か
ら
は
加
工

流
通
支
援
施
策
に
つ
い
て
情
報
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　

 （
長
崎
支
店
）

　

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
、農
業

者
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
農
業
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
上
級
資
格
と
し
て「
農

業
経
営
上
級
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」を
創
設

し
ま
し
た
。こ
の
資
格
は
、三
年
以
上
の

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
経

験
を
有
す
る
者
を
受
験
対
象
と
し
、高

度
な
経
営
課
題
に
適
切
に
ア
ド
バ
イ
ス

で
き
る
専
門
家
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

  （
総
合
支
援
部
）

　

一
一
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
水

土
里
ネ
ッ
ト
・
都
道
府
県
水
土
里
ネ
ッ

ト
主
催「
ふ
る
さ
と
の
田
ん
ぼ
と
水
」子

ど
も
絵
画
展
二
〇
一
一（
日
本
公
庫
後

援
）に
お
い
て
、日
本
政
策
金
融
公
庫
農

林
水
産
事
業
本
部
長
賞
を
田
中
剛
斗
さ

ん（
鹿
児
島
県
、出
水
市
立
江
内
小
学
校

二
年
生
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品「
あ
り
が
と
う 

た
く
さ
ん

と
れ
た
よ 

田
の
神
ま
つ
り
」は
、収
穫
の

喜
び
を
家
族
み
ん
な
が
分
か
ち
合
い
、

田
の
神
様（
た
の
か
ん
さ
あ
、鹿
児
島
・

宮
崎
に
あ
る
石
像
の
田
の
神
）も
満
面

の
笑
み
で
喜
ん
で
い
る
様
子
を
表
現
し

て
い
ま
す
。田
中
さ
ん
の
絵
画
は
今
号
の

裏
表
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
情
報
戦
略
部
）

新
潟
で「
新
潟
県
農
業
経
営
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
研
修
会
」を
開
催

「
ア
グ
ロ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

二
〇
一
一
」で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

長
崎
で「
フ
ー
ド
ネ
ッ
ト
IN
長

崎
」を
開
催

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
上

級
資
格
を
創
設

子
ど
も
絵
画
展
二
〇
一
一
の
農

林
水
産
事
業
本
部
長
賞
を
決
定受賞した田中剛斗さん（左）とお母さん

熱心に耳を傾ける参加者

県内から農業関係者などが多数参加
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特例融資の内容 対象資金

1. 償還期限・据置期間の延長
 償還期限及び据置期間を、制度上それぞれ3年延長 全資金

東日本大震災により被災された皆さまへの
支援策が拡充されました

平成23年12月7日現在

このたびの東日本大震災で被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
日本公庫農林水産事業では、今回の災害により被害を受けた農林漁業者や食品加工・流通業者の皆さまからのご相談に的
確に対応するため、各種支援策を実施し、被災された皆さまの復旧支援に全力で取り組んでいます。
平成23年度第３次補正予算の成立に伴い、特例融資制度が拡充されましたので、ご案内いたします。

電話相談及び相談窓口の実施
Ⅰ 電話相談（事業資金相談ダイヤル）

Ⅱ 主な地域の相談窓口

平日のみ（9時から１９時）：0120-154-505

県 名
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
千葉
長野

支店名
青森
盛岡
仙台
秋田
山形
福島
水戸
宇都宮
前橋
千葉
長野

住 所
〒030-0861　青森市長島1-4-2
〒020-0021　盛岡市中央通2-2-5　住友生命ビル
〒980-8452　仙台市青葉区中央1-6-35　東京建物仙台ビル
〒010-0001　秋田市中通5-1-51　北都ビルディング
〒990-0042　山形市七日町3-1-9　山形商工会議所会館
〒960-8041　福島市大町1-16
〒310-0026　水戸市泉町1-2-4　水戸泉町 第一生命ビル
〒320-0813　宇都宮市二番長1-31
〒371-0023　前橋市本町1-6-19
〒260-0013　千葉市中央区中央4-13-9
〒380-0816　長野市三輪田町1291

電話番号
0120-911-495
0120-911-539
0120-911-547
0120-911-498
0120-926-485
0120-959-046
0120-926-427
0120-959-042
0120-926-481
0120-926-471
0120-911-598

農林漁業者及び食品産業事業者向け特例融資制度
Ⅰ 対象となる方（注1）

Ⅱ 制度の概要 ※下線部が拡充された部分です。詳細はお問い合わせください

3月11日以降に発生した地震に起因する以下の要件を満たす農林漁業者等
1. 本人の被災が罹災証明書等で確認できる農林漁業者等
2. 重要な取引先（出荷先、資材調達先等）の罹災証明書等が確認でき、かつ、その取引先の被災の影響で、売上の減少などが一定

水準以上になることを確認できる農林漁業者等
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特例融資の内容 対象資金

2. 実質無利子化
 利子助成機関からの利子助成により、一定期間（最長18年間（林業のみ最長15
 年間））貸付利率を実質無利子化（注2）

５．その他の制度拡充
　借入金の一部を資本とみなすことができる資本的劣後ローンを創設

3. 実質的な無担保・無保証人融資
 原則として、以下の取扱いとします。
 ●担　保：融資対象物件に限る（運転資金の場合等は不要）
 ●保証人：個人の場合は不要、法人の場合は代表者のみ

4. 融資限度額の引き上げ
   （1）農林漁業セーフティネット資金（資金使途：運転資金）
　　　残高通算で1,200万円（特に必要と認められる場合は年間経営費の12／12 
　　　相当額又は粗収益の12／12相当額のいずれか低い額）
   （2）農林漁業施設資金（主務大臣指定施設）（資金使途：災害復旧）
　　　負担額又は1施設当たり1,200万円（漁船は7,000万円）のいずれか低い額
   （３）経営体育成強化資金（Ⅰ「対象となる方」の１に限る）
　　  ≪再建整備資金（注3）≫
　　  個人2,000万円（特認3,500万円、特定5,000万円）、法人8,000万円
　　  ≪償還円滑化資金（注4）≫
　　  経営改善計画の５年間（特認25年間）において支払われるべき負債の各年の
　　  支払額の合計額
　　  なお、本資金の貸付額の合計限度額は以下のとおり
　　  個人2億5,000万円、法人8億円
   （４）漁業経営安定資金（Ⅰ「対象となる方」の１に限る）
　　  ≪償還円滑化資金（注5）≫
　　  対象資金に漁業近代化資金を加える等と共に、漁業経営安定計画の５年間（特
　　  認10年間）において支払われるべき
　　　負債の各年の支払額の合計額と所定の金額から算出される額のいずれか低い額

【農業】
スーパーＬ資金、経営体育成
強化資金、農業基盤整備資金、
農業改良資金（３のみ）

【漁業】
漁船資金、漁業経営改善支援
資金、漁業経営安定資金、漁業
基盤整備資金

【林業】
林業基盤整備資金

【農林漁業共通】
農林漁業セーフティネット資
金、農林漁業施設資金

【加工流通】
水産加工資金

スーパーＬ資金

（注1）Ⅰ「対象となる方」以外で、原発事故による出荷制限、風評被害等を受けている農林漁業者等には、一定の要件の下でⅡ「制度の概要」の1「償還期限・据置期間の延
長」、4（1）「農林漁業セーフティネット資金の融資限度額の引き上げ」を適用します。

（注２）事業内容によっては、利子助成期間が5年になる場合があります。
（注3）制度資金以外の営農資金を借り受けたために生じた負債の整理に必要な資金。
（注4）農業の制度資金の負債を整理し、支払いを円滑にするために必要な資金。
（注5）公庫資金の負債を整理し、新たな漁船等を計画的に取得する内容を含む計画を達成するための資金。

返済相談などへの柔軟な対応
本災害により被災した皆さまからの返済相談については、個別の状況を踏まえた親身な応対と負担感の軽減に努めています。

［対応例］
●震災の影響により返済猶予のお申し出が遅れた場合でも、返済期日に遡って返済猶予の手続きを実施
●提出書類の簡素化（決算書提出の省略が可能など）
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お
願
い

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
一
部
の
方
に
は
、

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
お
届
け
で
き
な
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。転
送
先
を
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
送
付
が
可
能
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。編
集
部
へ
、ご
一
報
く
だ
さ
い
。

♠
一
〇
月
号（
特
集
テ
ー
マ：
農
業
人
材
、

こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
）を
読
み
、素
早
く

強
力
な
手
を
打
た
な
い
と
、農
業
従
事

者
が
高
齢
化
し
、農
村
か
ら
い
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
現
状
の
打
開
は
お
ぼ
つ
か

な
い
の
で
は
、と
感
じ
た
。農
業
を
担
う

人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
や
組
織
的
農
業
が

必
要
に
な
っ
て
き
そ
う
だ
。

　

公
共
事
業
の
減
少
で
建
設
業
者
な
ど

の
企
業
の
一
部
が
農
業
の
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
、と
い
う
。

　
こ
れ
ら
が
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、

と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
援
護
策
が
あ
れ
ば

若
い
人
た
ち
の
意
欲
も
湧
く
の
で
は
な

い
か
。

　

多
く
の
若
い
働
き
手
が
農
業
に
目
を

向
け
て
く
れ
る
よ
う
な
対
策
を
望
む
。

（
広
島
市　
亘　
幸
男
）

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

　

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に

向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の

広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度

で
す
が
、誌
面
の
都
合
上
編
集
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、電
話
番
号
を
明
記（
匿
名
を
ご
希

望
の
場
合
は
そ
の
旨
明
記
）し
て
く
だ
さ

い
。掲
載
者
に
は
薄
謝
進
呈
い
た
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒一〇
〇
︲
〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町一︲
九
︲
三

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三
︲
三
二
七
〇
︲二
三
五
〇

︻
セ
ミ
ナ
ー
概
要
︼

二
〇
一
二
年
二
月
十
四
日（
火
）

一
三
時
三
〇
分
～
一
四
時
三
〇
分

「
農
産
物
輸
出
に
お
け
る
取
引
リ
ス
ク
の
回
避

に
つ
い
て
」

独
立
行
政
法
人 

日
本
貿
易
保
険 

大
阪
支
店

営
業
グ
ル
ー
プ
長　

服
部
義
一
郎
氏

二
○
一
一
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は

「
絆
」。震
災
に
よ
り
人
や
地
域
の
つ
な

が
り
が
再
認
識
さ
れ
た
年
で
し
た
。で

は
、農
村
と
都
会
の
絆
は
？
改
め
て
問

う
と
、や
は
り〝
食
〟に
行
き
着
く
の
で

は
。豊
か
な
農
村
が
食
を
育
み
、皆
が
そ

れ
を
享
受
し
互
い
に
支
え
あ
っ
て
い
る
。

売
り
手
の
創
意
と
買
い
手
の
理
解
次
第

で
、国
産
農
産
物
の
市
場
は
ま
だ
拡
が

る
、そ
ん
な
可
能
性
を
今
号
で
感
じ
て

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。本
年
も
ご
愛

読
と
ご
提
案
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 (

竹
本)

直
売
所
ビ
ジ
ネ
ス
の
さ
き
が
け
で
あ

る
な
が
さ
き
南
部
生
産
組
合
は
、特
集

の
三
村
教
授
が
言
う〝
生
産
者
と
消
費

者
と
の
出
会
い
の
場
〟を
仕
掛
け
て
成

功
。近
藤
代
表
理
事
の
先
見
の
明
と
行

動
力
に
は
脱
帽
の
限
り
で
す
。　
（
飯
田
）

家
族
の
健
康
を
守
る
一
消
費
者
と
し

編集後記

て
、野
菜
の
健
康
機
能
が
わ
か
り
や
す

く
表
示
さ
れ
て
い
る
と
便
利
だ
と
思
い

ま
す
。国
産
農
産
物
は
、東
京
デ
リ
カ
フ

ー
ズ
の
販
売
方
法
一
つ
と
っ
て
も
、ま
だ

ま
だ
工
夫
を
重
ね
る
余
地
は
あ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。　
　
　
　
　

 （
林
田
）

ス
ー
パ
ー
の
青
果
売
場
で
生
産
者
の

名
前
や
顔
写
真
の
掲
示
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。中
に
は
、生
産
物
や
土
へ
の
思
い

ま
で
書
き
添
え
て
あ
る
も
の
も
。国
産

野
菜
を
選
ぶ
の
は
、輸
入
品
に
は
な
い
そ

ん
な
小
さ
な
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。

（
城
間
）

第
五
回「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
二
〇
一
二
」の
出
展
申
し

込
み
は
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
五
回
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大

阪
二
〇
一
二
に
お
い
て
、独
立
行
政
法
人

日
本
貿
易
保
険
の
服
部
義
一
郎
氏
を
お

招
き
し
、農
産
物
輸
出
セ
ミ
ナ
ー
を
次

の
内
容
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
Ｈ
Ｐ（http://w

w
w

.exhibi
tiontech.com

/afx/index.htm
l

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。先
着
八
〇
名
の
事
前

登
録
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
総
合
支
援
部
）

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪

二
〇
一
二
で
農
産
物
輸
出
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
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